
コ
ッ
ホ
（
閃
。
胃
暮
尻
。
号
）
の
下
に
留
学
し
た
北
里
柴
三
郎
は
、
破
傷
風
菌
に
つ
い
て
純
培
養
に
成
功
し
、
毒
素
の
存
在
を
確
か
め
、
実
験

的
に
免
疫
を
成
立
さ
せ
る
な
ど
の
研
究
を
行
っ
た
。
な
か
で
も
免
疫
の
研
究
は
き
わ
め
て
重
要
で
、
ベ
ー
リ
ン
グ
冒
目
房
少
．
ぐ
。
ご
犀
ご
旨
巴

と
と
も
に
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
）
年
に
発
表
し
た
「
動
物
に
お
け
る
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
破
傷
風
に
対
す
る
免
疫
の
成
立
に
つ
い
て
」
と
い

血
清
薬
院
は
ジ
フ
テ
リ
ア
に
対
す
る
治
療
血
清
を
製
造
す
る
た
め
に
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
三
月
内
務
省
所
管
の
施
設
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
同
時
に
痘
苗
製
造
所
も
内
務
省
所
管
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
血
清
薬
院
は
血
清
製
造
を
専
門
と
す
る
我
が
国
最
初
の
施
設
で
、
北

里
柴
三
郎
が
指
導
し
、
主
要
職
員
は
す
べ
て
北
里
門
下
だ
っ
た
。
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
の
他
、
・
へ
ス
ト
血
清
、
同
予
防
液
、
破
傷
風
血
清
、
コ
レ

ラ
血
清
、
同
予
防
液
、
ハ
ブ
蛇
毒
血
清
を
製
造
し
た
。
三
十
八
年
四
月
痘
苗
製
造
所
と
共
に
伝
染
病
研
究
所
（
伝
研
）
に
合
併
さ
れ
た
。

血
清
薬
院
が
存
在
し
た
の
は
、
日
清
戦
争
終
結
後
か
ら
日
露
戦
争
の
時
ま
で
で
あ
る
。
細
菌
学
の
領
域
で
は
、
す
で
に
多
く
の
病
原
菌
が
同

定
さ
れ
て
い
た
が
、
サ
ル
、
ハ
ル
サ
ン
（
明
治
四
十
三
年
）
で
代
表
さ
れ
る
化
学
療
法
の
本
格
化
よ
り
は
約
十
年
ほ
ど
前
に
当
る
。

（
一
）

血
清
薬
院
に
つ
い
て
は
文
献
が
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
血
清
薬
院
が
な
お
存
続
中
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
東
京
大
学
医
科
学
研

究
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
血
清
薬
院
年
報
（
明
治
二
十
九
年
’
三
十
七
年
）
お
よ
び
内
務
省
所
管
伝
染
病
研
究
所
年
報
（
三
十
二
年
以
降
）
を

読
む
機
会
を
得
た
の
で
、
関
連
す
る
文
献
も
参
照
し
て
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と
を
試
み
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。

一
創
設
の
経
緯

血
清
薬
院

繩
稚
罐
与
諄
塞
壷
鐸
犀
壽
姻
鎧
舞
塞
需
昭
和
六
十
三
年
一
月
六
日
受
付

小
高
健
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（
一
○
）

羊
に
免
疫
を
開
始
し
、
翌
一

血
清
療
法
の
最
初
で
あ
る
。

明
治
二
十
五
年
十
一
月
、
北
里
の
た
め
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
附
属
伝
染
病
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
が
、
北
里
は
こ
の
研
究
所
の
移
転
、
拡

張
の
た
め
に
苦
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
北
里
は
血
清
を
作
製
し
た
。
二
十
六
年
八
月
二
日
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ア
毒
素
で
緬

（
一
○
）
（
二
）

羊
に
免
疫
を
開
始
し
、
翌
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
一
歳
三
ヵ
月
の
男
児
の
治
療
に
用
い
て
好
結
果
を
得
た
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お
け
る

う
論
文
は
、
伝
染
病
の
治
療
に
血
清
が
用
い
う
る
と
い
う
、
新
し
い
可
能
性
を
示
す
も
の
だ
っ
た
。
早
く
も
、
そ
の
一
年
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

夜
に
は
治
療
血
清
が
小
児
の
患
者
に
応
用
さ
れ
た
。
北
里
が
コ
ッ
ホ
の
許
を
離
れ
て
か
ら
も
ベ
ー
リ
ン
グ
ら
は
血
清
療
法
の
研
究
を
続
け
た
。

（
二
、
三
、
四
）

遂
に
ジ
フ
テ
リ
ア
の
血
清
療
法
は
伝
染
病
に
対
す
る
初
め
て
の
画
期
的
な
治
療
法
と
な
っ
た
。

一
方
我
が
国
で
は
西
欧
医
学
に
対
す
る
期
待
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
た
。
と
く
に
コ
ッ
ホ
に
よ
る
結
核
菌
発
見
の
情
報
は
衛
生
当
局
者
に

細
菌
学
的
研
究
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
、
ま
た
コ
ッ
ホ
が
明
治
二
十
三
年
に
発
表
し
た
シ
ゞ
ヘ
ル
ク
リ
ン
に
よ
る
結
核
の
治
療
に
対
し
て

は
、
我
が
国
民
も
大
き
な
期
待
を
か
け
た
。
北
里
は
こ
の
結
核
研
究
に
参
画
し
て
い
た
。
北
里
の
留
学
が
皇
室
費
で
延
長
さ
れ
た
の
も
結
核
研

（
五
、
六
）

究
の
た
め
で
あ
り
、
帰
国
す
る
北
里
に
対
す
る
期
待
の
中
に
は
結
核
の
治
療
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。

明
治
二
十
五
年
に
帰
国
し
た
北
里
は
、
伝
染
病
の
病
原
を
決
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
そ
の
予
防
、
治
療
を
行
う
た
め
に
研
究
所
が
必
要
で

（
七
）

あ
る
と
世
に
訴
え
た
。
し
か
し
北
里
は
血
清
療
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本
概
念
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
極
少
量
か
ら
始
め
て
、
次
第
に

大
量
の
病
毒
に
慣
れ
さ
せ
れ
ば
「
イ
ン
ム
ニ
テ
ー
ト
」
あ
る
い
は
「
ギ
フ
ト
フ
ェ
ス
ト
」
の
状
態
に
な
っ
て
病
気
に
耐
え
う
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
動
物
か
ら
取
っ
た
血
清
を
治
療
に
用
い
る
と
は
明
記
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
た
と
え
ば
癩
に
し
て
も
、
結
核

に
対
す
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
と
同
じ
よ
う
に
し
て
治
療
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
北
里
は
し
ば
し
ば
「
結
核
療
法
の
研
究
は

（
八
）

不
肖
終
生
の
事
業
に
し
て
奮
励
一
日
も
巳
ま
ざ
る
所
」
と
述
懐
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
北
里
の
熱
意
は
血
清
療
法
よ
り
も
、
む
し
ろ
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
に
よ
る
結
核
療
法
の
よ
う
な
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
思
え
る
。
結
核
治
療
に
対
す
る
北
里
の
熱
意
は
帰
国
当
時
だ
け
で
な
く
生
涯

（
九
）

に
渡
っ
た
。

、
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我
が
国
で
は
毎
年
数
千
人
の
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
が
発
生
し
、
そ
の
多
く
は
児
童
で
過
半
数
が
死
亡
し
た
。
血
清
療
法
に
そ
の
救
い
が
求
め
ら

れ
た
が
、
た
ま
た
ま
輸
入
血
清
が
あ
っ
て
も
き
わ
め
て
高
価
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
濫
製
偽
造
の
弊
害
も
生
じ
よ
う
と
し
て
い
た
。
後
に
血
清

薬
院
創
立
時
の
院
長
と
な
る
高
木
友
枝
は
明
治
二
十
八
年
初
夏
の
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
会
合
に
お
い
て
、
血
清
は
国
立
の
機
関
で
信
用
あ
る

細
菌
学
者
が
造
る
の
が
よ
く
、
も
し
も
そ
れ
が
不
可
能
な
ら
ば
一
定
の
取
締
り
を
し
な
い
と
、
痘
苗
の
場
合
の
よ
う
に
粗
悪
品
が
出
る
恐
れ
が

（
一
一
一
）

あ
る
と
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
高
木
は
北
里
の
助
手
な
の
で
、
こ
の
発
言
は
北
里
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

内
務
省
に
あ
っ
て
国
立
血
清
製
造
所
の
設
立
を
画
策
し
た
の
は
後
藤
新
平
衛
生
局
長
で
あ
る
。
こ
の
少
し
前
、
後
藤
は
相
馬
事
件
の
た
め
獄

中
生
活
を
送
っ
た
。
出
獄
後
、
日
清
戦
争
の
終
結
に
あ
た
り
陸
軍
が
広
島
県
の
似
島
に
設
け
た
大
規
模
な
検
疫
所
で
敏
腕
を
ふ
る
っ
て
復
活
し

た
。
こ
の
時
、
細
菌
学
的
側
面
か
ら
後
藤
を
助
け
た
の
が
北
里
だ
っ
た
。
血
清
の
効
果
に
着
目
し
て
い
た
後
藤
は
、
製
造
事
業
を
国
営
に
移
す

（
一
言
一
）

よ
う
北
里
に
勧
め
、
北
里
は
こ
れ
を
受
入
れ
た
。
北
里
の
伝
記
で
は
、
北
里
は
国
民
と
国
家
の
た
め
に
血
清
製
造
事
業
を
官
営
に
し
た
の
で

（
一
四
）

あ
り
、
こ
れ
は
「
先
生
と
後
藤
と
の
交
友
の
結
晶
」
だ
と
し
て
い
る
。
北
里
の
周
辺
に
は
、
こ
の
よ
う
に
有
利
な
事
業
は
伝
研
で
研
究
を
行
な

う
た
め
の
財
源
と
し
て
北
里
の
手
に
残
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
里
が
血
清
製
造
の
国
営
化
を
受
入
れ
た

の
に
は
、
後
藤
に
対
す
る
友
情
だ
け
で
な
く
、
上
述
の
よ
う
な
北
里
の
研
究
指
向
や
、
政
治
的
、
経
済
的
見
通
し
も
関
係
し
て
い
た
の
か
も
し

免
疫
の
十
分
な
動
物
が
伝
研
で
は
ま
だ
緬
羊
一
頭
で
あ
っ
た
頃
、
す
で
に
ド
イ
ツ
で
は
一
般
の
求
め
に
応
じ
て
血
清
が
供
給
で
き
る
状
況
に

（
四
）
（
一
ご

な
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
二
ヶ
所
（
私
立
で
そ
の
一
つ
は
ベ
ー
リ
ン
グ
が
監
督
）
、
フ
ラ
ン
ス
に
一
ヶ
所
（
国
立
）
の
製
造
所
が
あ
っ
た
。
西

欧
諸
国
で
は
血
清
製
造
所
が
そ
の
後
も
増
え
続
け
る
一
方
で
、
き
わ
め
て
多
様
な
病
気
に
対
し
て
血
清
療
法
が
試
み
ら
れ
、
血
清
療
法
の
研
究

一
方
衛
生
行
政
の
諮
問
機
関
で
あ
っ
た
中
央
衛
生
会
で
は
、
土
地
代
を
別
と
し
て
創
設
費
約
二
万
円
、
経
常
費
約
二
万
五
千
円
と
見
積
り
、

国
立
の
製
造
所
で
あ
れ
ば
輸
入
品
の
十
分
の
一
の
値
で
広
く
血
清
を
供
給
で
き
る
と
い
う
目
算
を
た
て
、
満
場
一
致
で
国
立
血
清
製
造
所
の
新

は
世
界
の
流
行
で
あ
っ
た
。

の
に
は
、

れ
な
い
。
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設
を
議
決
し
た
。
明
治
二
十
八
年
十
一
月
十
二
日
長
与
專
斎
会
長
は
内
務
大
臣
子
爵
野
村
晴
に
こ
の
旨
建
議
し
た
。

明
治
二
十
九
年
一
月
十
五
日
、
第
九
回
帝
国
議
会
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
血
清
製
造
所
（
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
血
清
薬
院
の
名
称
に
な
っ

て
い
な
い
）
と
痘
苗
製
造
所
の
予
算
が
ま
と
め
て
審
議
さ
れ
た
。
痘
苗
に
つ
い
て
は
、
ず
っ
と
古
く
明
治
七
年
に
国
立
の
牛
痘
種
継
所
が
東
京

に
置
か
れ
た
が
、
経
費
の
都
合
で
一
時
こ
れ
を
民
間
に
委
ね
た
。
そ
の
後
製
造
法
が
改
良
さ
れ
収
益
が
上
る
に
つ
れ
て
痘
苗
製
造
業
者
が
続
出

し
た
。
政
府
は
粗
製
濫
造
の
弊
害
が
出
て
い
る
と
判
断
し
、
ま
た
種
痘
規
則
も
制
定
さ
れ
た
の
で
、
国
立
の
痘
苗
製
造
所
を
復
活
し
、
こ
こ
で

（
一
五
）

痘
苗
を
造
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
国
営
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
出
た
。
一
方
血
清
製
造
の
国

営
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
北
里
が
有
効
だ
と
い
っ
て
い
る
コ
レ
ラ
血
清
も
な
ぜ
造
ら
な
い
か
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
試
験
が
ま
だ
不
充
分
の
た
め
と
説
明
さ
れ
た
。
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
一
万
人
分
を
造
り
、
一
人
分
平
均
一
円
八
○

銭
で
売
下
げ
一
万
八
千
円
の
収
入
を
見
込
承
、
そ
の
た
め
の
製
造
費
が
二
万
一
千
円
必
要
と
さ
れ
た
。
痘
苗
製
造
は
こ
れ
と
は
逆
で
、
収
入
が

一
二
万
円
、
製
造
費
が
そ
の
約
半
分
の
六
万
九
千
円
と
見
込
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
の
民
間
の
も
の
に
比
べ
て
官
製
の
痘
苗
の
値
段
が
高
い
と
い
う

こ
と
が
議
論
さ
れ
、
政
府
は
血
清
製
造
所
と
痘
苗
製
造
所
の
経
費
を
一
緒
に
し
て
考
え
て
お
り
、
血
清
製
造
に
か
か
る
費
用
の
不
足
を
痘
苗
か

ら
の
収
入
と
血
清
の
値
段
を
比
較
的
高
く
し
て
お
く
こ
と
で
補
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
血
清
製
造
所
は
組
織

と
し
て
は
独
立
で
あ
っ
て
も
、
予
算
上
は
痘
苗
製
造
所
と
一
緒
に
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
結
局
血
清
一
人
分
平
均
一
円
と
い
う
こ
と

承
認
さ
れ
た
歳
出
予
算
は
血
清
製
造
所
に
経
常
費
二
万
一
、
一
八
四
円
余
（
う
ち
俸
給
お
よ
び
諸
給
五
、
五
二
五
円
、
調
整
諸
費
が
九
、
九
六
七

（
一
八
、
一
九
）

円
）
、
創
設
臨
時
費
二
万
四
、
四
七
三
円
、
痘
苗
製
造
所
に
経
常
費
五
万
九
、
五
○
七
円
余
、
創
設
臨
時
費
二
万
一
三
二
円
だ
っ
た
。

血
清
製
造
所
と
い
う
名
称
が
急
に
血
清
薬
院
に
変
っ
た
の
は
、
宮
中
か
ら
反
対
が
出
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
昔
徴
兵
の
こ
と
を

こ
の
審
議
の
時
、
東
京
の
痘
苗
製
坪

（
一
七
）

か
け
て
予
算
を
通
過
さ
せ
た
と
い
う
。

（
一
一
ハ
）

に
な
っ
た
。

東
京
の
痘
苗
製
造
業
者
の
反
対
運
動
に
よ
り
予
算
が
削
除
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
長
谷
川
泰
が
衆
議
院
各
派
に
働
き
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民
間
の
一
部
で
血
税
と
云
っ
た
の
で
、
愚
民
が
人
間
の
血
を
取
っ
て
税
に
す
る
の
だ
と
誤
解
し
て
竹
槍
蒔
旗
の
騒
動
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
宮
中

で
御
記
憶
に
な
っ
て
お
ら
れ
、
血
清
製
造
所
と
い
う
の
は
」
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
血
清
は
学
術
語
な
の
で
除
く
わ
け
に
ゆ
か

（
一
三
、
二
○
）

ず
、
長
与
の
考
案
に
よ
り
血
清
薬
院
と
な
っ
た
。

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
三
月
三
十
日
勅
令
第
一
○
四
号
を
も
っ
て
官
制
が
公
布
さ
れ
た
。
血
清
薬
院
は
「
内
務
大
臣
ノ
管
理
二
属
シ

血
清
製
造
二
関
ス
ル
事
務
ヲ
掌
ル
」
こ
と
に
な
っ
た
（
第
二
条
）
。
職
員
は
院
長
一
人
、
技
師
専
任
二
人
、
技
手
専
任
五
人
、
書
記
専
任
三
人

（
第
三
条
）
、
院
長
に
は
技
師
を
あ
て
る
（
第
四
条
）
と
決
め
ら
れ
た
。
な
お
五
月
十
八
日
の
勅
令
第
二
二
四
号
で
顧
問
一
人
を
置
く
こ
と
も
決

ま
っ
た
。
技
術
部
と
庶
務
部
が
置
か
れ
た
。

庁
舎
は
芝
区
芝
公
園
、
厩
舎
そ
の
他
は
芝
区
白
金
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
建
物
の
新
営
が
七
月
一
日
の
開
庁
に
問
に
合
わ
ず
、
最
初
三
ヶ

月
間
は
芝
区
愛
宕
町
二
丁
目
一
三
番
地
（
内
務
省
医
術
開
業
試
験
場
内
）
の
仮
事
務
所
で
事
務
を
と
っ
た
。

芝
区
芝
公
園
五
号
地
一
番
の
敷
地
（
海
軍
水
路
部
跡
地
）
は
一
二
、
一
三
七
坪
余
で
あ
り
明
治
二
十
九
年
一
月
に
海
軍
省
よ
り
譲
受
け
た
も
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
木
造
二
階
西
洋
形
の
本
館
（
七
四
・
五
坪
）
を
含
め
て
合
計
二
二
・
五
坪
が
新
築
さ
れ
た
。
一
階
が
血
清
売
下
げ
を
扱
う
庶

（
一
）

務
の
部
屋
と
技
術
部
に
属
す
る
二
小
室
と
氷
室
、
二
階
は
四
つ
に
区
切
ら
れ
、
作
業
室
二
、
包
装
室
一
、
消
毒
室
一
と
な
っ
て
い
た
。
煉
瓦
建

の
倉
庫
（
二
階
建
三
棟
、
平
家
二
棟
）
、
表
門
、
塀
等
は
海
軍
省
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。

白
金
が
北
里
一
門
の
動
物
飼
育
の
場
所
と
な
る
の
は
、
も
と
も
と
こ
の
地
に
福
沢
諭
吉
の
別
邸
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
明
治
二
十
六
年
、

北
里
の
た
め
の
結
核
専
門
病
院
（
養
生
園
）
が
福
沢
、
森
村
市
左
衛
門
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
福
沢
の
別
邸
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
た
。
当
時
、

伝
研
が
芝
公
園
か
ら
愛
宕
町
に
移
転
、
拡
張
す
る
に
当
っ
て
は
芝
区
民
の
妨
害
運
動
が
激
し
く
愛
宕
町
の
研
究
所
が
い
つ
実
現
す
る
か
わ
か
ら

な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
二
十
八
年
四
月
、
養
生
園
の
隣
地
に
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
の
製
造
を
始
め
る
た
め
の
土
地
千
七
百
坪
が
用
意
さ

（
一
一
一
礼
一
一
一
一
）

れ
、
伝
研
支
所
が
開
設
さ
れ
た
。

血
清
薬
院
の
白
金
飼
畜
場
は
芝
区
白
金
三
光
町
七
一
番
地
よ
り
二
○
番
地
ま
で
と
麻
布
区
田
嶋
町
五
○
番
地
で
あ
り
広
さ
は
六
、
五
九
四
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坪
余
で
あ
っ
た
。
こ
の
土
地
も
や
は
り
福
沢
の
私
有
地
で
養
生
園
に
隣
接
し
、
血
清
薬
院
の
設
立
に
当
っ
て
明
治
二
十
九
年
一
月
か
ら
一
二
月
に

か
け
て
福
沢
が
積
極
的
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
・
福
沢
と
北
里
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
「
学
事
の
推
軌
は
余
が
道
楽
の
一
つ
」
と
い
う
こ
と

（
《
ハ
）

で
、
芝
公
園
に
創
設
さ
れ
た
伝
研
の
地
所
建
物
一
切
を
無
代
価
で
福
沢
が
貸
与
し
た
こ
と
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
福
沢
は
、
養
生
園
、
血
清

（
一
一
三
一
）

薬
院
、
（
お
そ
ら
く
伝
研
支
所
）
か
ら
は
相
応
の
代
金
を
取
っ
て
い
た
。
福
沢
側
の
調
べ
か
ら
わ
か
っ
た
血
清
薬
院
か
ら
の
地
代
と
、
血
清
薬

院
が
福
沢
に
対
し
て
支
払
っ
て
い
た
金
額
と
は
完
全
に
一
致
し
月
額
一
六
四
円
八
七
銭
で
あ
っ
た
。

血
清
薬
院
は
こ
の
土
地
を
予
算
外
の
国
庫
負
担
で
借
用
し
た
。
伝
研
よ
り
血
清
採
取
お
よ
び
試
験
室
、
厩
舎
二
棟
、
羊
舎
二
棟
な
ど
を
買
入

（
二
四
）

れ
、
こ
れ
に
加
え
て
、
新
た
に
厩
舎
一
棟
お
よ
び
詰
所
な
ど
を
増
設
し
た
。
一
方
、
伝
研
支
所
は
面
積
を
三
七
○
坪
に
ま
で
縮
小
し
た
。

実
際
に
か
か
っ
た
新
営
費
は
全
部
で
一
万
八
千
余
円
だ
っ
た
。

（
二
五
）
（
二
六
）

血
清
薬
院
の
英
語
名
と
し
て
は
号
の
幣
昌
昌
旨
、
昌
昌
の
。
罵
言
冒
名
の
蜀
営
ｏ
ｏ
ぐ
⑦
昌
昌
の
ｐ
ｇ
昌
画
冨
国
〉
善
①
牙
昌
』
白
目
昌
冒
同
嘩
昏
①
呼
昌
目

（
二
斗
〕
）

Ｆ
：
Ｏ
３
８
ｑ
な
ど
が
使
わ
れ
た
。

官
制
で
決
め
ら
れ
た
職
員
は
院
長
、
顧
問
の
ほ
か
技
師
専
任
二
人
、
技
手
専
任
五
人
、
書
記
専
任
三
人
で
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
明
治

三
十
一
年
十
月
技
師
お
よ
び
書
記
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
減
員
が
あ
っ
た
が
、
三
十
四
年
四
月
勅
令
第
七
○
号
に
よ
っ
て
技
師
お
よ
び
技

手
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
増
員
さ
れ
た
（
表
１
）
。
こ
れ
は
。
へ
ス
ト
関
係
の
製
造
業
務
が
加
わ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

（
二
八
’
三
○
）

発
足
時
の
院
長
は
高
木
友
枝
で
あ
る
。
高
木
は
安
政
五
年
八
月
二
日
、
福
島
県
石
城
郡
渡
辺
村
大
字
松
小
屋
三
○
番
地
に
生
ま
れ
た
。
北
里

よ
り
も
五
歳
半
ほ
ど
年
下
で
あ
る
。
北
里
に
二
年
遅
れ
て
明
治
十
八
年
に
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
た
が
、
学
生
時
代
か
ら
北
里
と
交
際
が

あ
っ
た
。
卒
業
後
福
井
、
次
い
で
鹿
児
島
で
病
院
長
を
勤
め
た
。

北
里
が
帰
国
す
る
と
病
院
長
の
職
を
捨
て
て
上
京
し
、
北
里
の
許
で
細
菌
学
を
学
ん
だ
。
明
治
二
十
六
年
十
一
月
伝
研
助
手
。
香
港
に
お
け

二
職
貝
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表1職員（各年12月末現員）

技師’技手｜書記

酷(僑曇)顧問嘱託雇計
jxhll」ゴ又ゴーー吉日ロ

専任|兼任'専任|兼任専任|兼任
29高木北里高木43110

30高木北里高木53212
（後藤）（13）
31高木北里高木52312

（長谷川）（13）
32高木北里高木4211414

33高木北里高木42215319

34高木北里高木北島51216322
秦

35（北里）北里秦北島61216626
照内

36（北里）北里秦北島61219528
照内

37（北里）北里秦北島6217424
i志賀

る
。
へ
ス
ト
研
究
の
際
に
は
途
中
か
ら
北
里
と
交
替
し
た
。
日
清
戦
争
終
了

後
、
陸
軍
の
似
島
検
疫
所
に
お
い
て
後
藤
新
平
の
下
で
帰
還
兵
の
検
疫
に

（
二
一
一
）

従
事
し
、
ま
た
こ
こ
で
コ
レ
ラ
の
血
清
療
法
も
行
っ
た
。
二
十
八
年
九
月

伝
研
治
療
部
長
、
翌
二
十
九
年
四
月
に
は
内
務
技
師
に
な
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
六
月
三
十
日
、
北
里
の
顧
問
就
任
と
同
時
に
高
木
が
血

清
薬
院
院
長
に
な
っ
た
。
こ
の
時
三
十
七
歳
だ
っ
た
。
三
十
年
五
月
か
ら

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
張
し
、
い
く
つ
か
の
国
際
会
議
に
出
席
し
た
ほ
か
、
衛

生
制
度
お
よ
び
そ
の
実
況
や
痘
苗
製
造
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
コ
ッ
ホ

研
究
所
で
破
傷
風
の
研
究
を
し
た
。
高
木
の
出
張
中
は
内
務
省
衛
生
局
長

（
後
藤
新
平
次
い
で
長
谷
川
泰
）
が
院
長
心
得
と
な
っ
た
。

高
木
が
帰
国
し
て
か
ら
阪
神
地
区
に
我
が
国
で
初
め
て
ペ
ス
ト
が
流
行

し
た
。
こ
の
時
期
高
木
は
衛
生
局
防
疫
課
長
（
明
治
三
十
三
年
五
月
’

三
十
四
年
三
月
）
、
臨
時
検
疫
局
技
師
（
三
十
三
年
六
月
ｌ
同
年
九
月
）
、
臨

時
。
へ
ス
ト
予
防
事
務
局
顧
問
（
三
十
三
年
十
二
月
’
三
十
四
年
七
月
）
な

ど
を
兼
ね
、
衛
生
行
政
面
で
活
躍
し
た
。
三
十
五
年
三
月
、
後
藤
の
懇
請

に
よ
っ
て
台
湾
総
督
府
医
院
長
、
医
学
校
長
と
な
っ
て
転
出
し
た
。
高
木

は
大
正
八
年
ま
で
約
二
○
年
間
台
湾
に
お
り
、
台
湾
電
力
会
社
社
長
に
も

な
っ
た
。
高
木
の
転
出
以
後
は
北
里
が
院
長
心
得
を
勤
め
た
。

（
室
一
一
一
）

明
治
二
十
八
年
以
降
我
が
国
で
発
表
さ
れ
た
細
菌
学
論
文
の
リ
ス
ト
に

（36） 392



は
高
木
の
「
牛
疫
二
罹
リ
タ
ル
牛
ノ
腸
内
容
ヨ
リ
獲
ダ
ル
病
原
菌
」
が
筆
頭
に
出
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
「
横
浜
市
ノ
黒
死
病
」
（
二
十
九
年
）
、

（
三
一
二
一
）

「
神
戸
市
大
阪
市
・
へ
ス
ト
病
調
査
報
告
」
（
北
里
、
高
木
、
志
賀
、
守
屋
、
三
十
三
年
）
・
か
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
北
島
に
よ
る
と
、
高
木

は
「
北
里
先
生
と
は
ま
る
で
違
う
人
で
、
非
常
に
こ
ま
か
く
、
事
務
屋
」
で
あ
っ
た
。

技
師
と
し
て
は
明
治
三
十
四
年
五
月
北
島
多
一
伝
研
部
長
が
血
清
薬
院
に
兼
務
に
な
っ
た
。
北
島
は
二
十
七
年
医
科
大
学
卒
業
と
と
も
に
伝

（
三
四
）

研
に
入
所
、
三
十
年
よ
り
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で
ベ
ー
リ
ン
グ
に
師
事
し
た
。
ま
た
北
島
と
同
時
に
秦
佐
八
郎
伝
研
助
手
が
技
師
に
任
命
さ
れ

た
。
三
十
五
年
四
月
に
は
照
内
豊
伝
研
助
手
が
技
師
に
な
っ
た
。
照
内
は
三
十
七
年
十
一
月
休
職
と
な
り
代
っ
て
志
賀
潔
が
技
師
と
な
っ
た
。

（
三
五
）

発
足
時
の
そ
の
他
の
職
員
と
し
て
は
、
技
術
部
に
浅
川
範
彦
、
梅
野
信
吉
、
林
長
吉
、
栗
原
健
太
郎
、
庶
務
部
に
吉
沢
環
と
上
野
太
郎
が
い

製
造
開
始
に
あ
た
っ
て
血
清
薬
院
は
、
す
で
に
伝
研
で
ジ
フ
テ
リ
ア
毒
素
に
対
し
て
免
疫
し
て
い
る
動
物
の
全
部
、
馬
二
五
、
緬
羊
三
四

山
羊
一
三
合
計
七
二
頭
を
買
上
げ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
開
設
早
々
か
ら
血
清
を
売
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
伝
研
は
ジ
フ
テ
リ
ア
血

つ
一
エ
ハ
）

清
の
製
造
を
打
ち
切
っ
た
。
当
初
は
伝
研
で
研
究
し
た
方
法
に
基
づ
い
て
、
血
清
薬
院
で
血
清
を
造
り
、
そ
れ
を
伝
研
の
患
者
に
用
い
て
実
験

（
三
七
）

す
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
血
清
が
出
て
一
年
も
す
る
と
伝
研
に
く
る
患
者
数
が
減
少
し
た
。
こ
れ
は
開
業
医
が
患
者
を
伝
研
に
送
ら
ず

（
三
八
）

に
、
自
分
で
血
清
療
法
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

血
清
薬
院
で
は
明
治
二
十
九
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
の
間
に
、
馬
を
年
間
七
’
七
三
頭
、
合
計
四
○
○
頭
を
購
入
し
た
。
緬
羊
、
山
羊
は
購

入
し
な
か
っ
た
。
各
年
末
の
馬
、
緬
羊
、
山
羊
の
合
計
飼
育
頭
数
は
初
期
を
除
い
て
は
一
○
五
’
一
三
八
頭
だ
っ
た
。
馬
の
増
加
に
伴
な
っ
て

三
十
年
末
か
ら
は
羊
血
清
の
採
収
を
停
止
し
た
。
馬
は
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
、
ル
ー
（
固
日
扁
閃
・
巨
×
）
ら
に
よ
っ
て
初
め
て
ジ
フ
テ

リ
ア
毒
素
の
免
疫
に
用
い
ら
れ
た
。
馬
か
ら
は
大
量
に
血
清
が
取
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
血
清
療
法
の
実
用
化
が
促
進
さ
れ
た
。
そ
の
た

た
。

三
製
造
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免
疫
血
清
の
副
作
用
に
つ
い
て
は
す
で
に
明
治
二
十
九
年
度
の
年
報
に
「
注
射
後
お
よ
そ
一
週
間
内
外
に
於
て
注
射
局
所
も
し
く
は
全
身
に

毒
麻
疹
様
の
皮
疹
を
発
す
る
こ
と
あ
り
、
し
か
し
お
お
む
ね
二
’
三
日
内
に
て
消
散
す
る
の
で
別
に
治
療
を
要
せ
ず
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

表
２
に
血
清
薬
院
の
製
品
の
種
類
と
量
と
を
示
し
た
・
こ
れ
を
承
る
と
、
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
と
明
治
三
十
五
年
の
コ
レ
ラ
予
防
液
が
目
立
つ
・

業
務
の
拡
大
に
伴
っ
て
次
の
よ
う
に
施
設
の
拡
張
が
計
ら
れ
た
。

明
治
三
十
一
年
十
月
血
清
再
製
室
お
よ
び
血
清
採
収
室
三
六
坪
一
、
七
○
八
円

同
厩
舎
お
よ
び
附
属
家
一
○
○
三
、
二
七
四

三
十
三
年
七
月
厩
舎
お
よ
び
附
属
家
二
○
六
、
九
九
八

三
十
四
年
六
月
・
へ
ス
ト
関
係
（
後
述
）

三
十
五
年
厩
舎
お
よ
び
附
属
家
一
○
五
四
、
三
七
八

三
十
六
年
大
島
出
張
所
敷
地
（
後
述
）

同
飼
畜
場
、
技
術
室
に
ガ
ス
お
よ
び
水
道
敷
設
二
、
三
八
一

↓
三
十
七
年
三
月
大
島
出
張
所
関
係
（
後
述
）

（
一
二
）

め
フ
ラ
ン
ス
で
は
ル
ー
を
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
療
法
の
創
始
者
と
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。

（
四
）

い
た
が
、
ジ
フ
テ
リ
ア
に
は
緬
羊
を
使
っ
て
い
た
。

明
治
三
十
七
年
の
一
覧
に
機
械
室
の
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
館
の
横
に
あ
っ
た
。

ポ
ン
プ
各
一
台
と
、
そ
れ
ら
の
発
動
機
と
し
て
六
馬
力
の
ガ
ス
機
関
が
一
台
あ
っ
た
。

て
、
毎
分
八
○
○
回
転
で
遠
心
で
き
た
。
血
清
乾
燥
器
は
約
三
五
度
の
温
度
を
か
け
｝

（
一
）

一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
固
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
乾
燥
法
は
早
い
時
期
に
開
塞

（
三
九
）

誌
に
外
国
製
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
淵
一
一
一
斗
ｌ
向
ぴ
ゞ
一
異
に
臘
研
重
α
計
り
力
あ
る
‐
こ
れ
ば
本
能
の
横
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
遠
心
機
、
血
清
乾
燥
用
の
真
空
蒸
溜
器
、
真
空

ン
プ
各
一
台
と
、
そ
れ
ら
の
発
動
機
と
し
て
六
馬
力
の
ガ
ス
機
関
が
一
台
あ
っ
た
。
遠
心
機
は
径
五
尺
、
二
リ
ッ
ト
ル
の
瓶
八
個
を
掛
け

毎
分
八
○
○
回
転
で
遠
心
で
き
た
。
血
清
乾
燥
器
は
約
三
五
度
の
温
度
を
か
け
て
真
空
中
で
血
清
を
乾
燥
さ
せ
る
の
に
用
い
、
十
時
間
で

（
一
）

・
五
リ
ッ
ト
ル
を
固
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
乾
燥
法
は
早
い
時
期
に
開
発
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
す
で
に
明
治
三
十
年
の
医
事
雑

北
里
在
独
当
時
は
破
傷
風
に
対
し
て
は
馬
が
使
わ
れ
て
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表2製造量

鍋
，

防予同
液

一
フ
崔
偏

レコ
血

一
一
岬
峅
一

同予防
液

明治
(年）

29＊

30

31

32

33

34

35

36

37

38＊

荊借|r*
8，100’

30，635

45，398

57，629

52，105395

48，114843

54，9781，383

53，33311，491

＊＊

計
皿
函
班
函
芯
獅
獅
蝿
唖
卸

９
７
１
う
，
，
‘
，
，
，

合
８
０
５
７
５
４
８
１
８
０

３
４
５
５
５
１
６
５
２

１

５
０
５
５
１
０

８
４
９
４
０
０

２
３
３
０
９
０

９
９
１
分

３
５
２
４
Ｌ

０
０
０
０
０２

９
０
３
０

２
３
１
９
，
，

７
１

５５
８
３
５

７
３
２
４

９
１
７
１７
６
５
２

３
２
５
７

６
０
８
８

３
Ｊ

１
１

’
53,3302，160

18，455225 ’
＊29年は7月から，38年は3月まで。

*＊製品の個数で示す。例えばジフテリア血清では1個が患者1人分，乾燥血清はそ
のまま1個と数えた。ペストおよびコレラ予防液は1個が40人分である。

な
お
、
血
清
薬
院
は
明
治
三
十
六
年
三
’
七
月
、
大
阪
市
で
開
か
れ
た
第
五

回
内
国
勧
業
博
覧
会
、
三
十
七
年
五
’
十
一
月
北
米
合
衆
国
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市

で
開
か
れ
た
万
国
博
覧
会
に
伝
研
、
痘
苗
製
造
所
と
と
も
に
出
品
し
た
。

ジ
フ
テ
リ
ア
血
清

最
初
製
造
し
た
の
は
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
で
あ
る
。
血
清
薬
院
で
無
菌
試
験
お

よ
び
動
物
を
用
い
て
効
力
判
定
を
行
い
、
伝
研
で
治
療
効
果
を
調
べ
た
。

製
品
は
曇
へ
Ｉ
リ
ン
グ
の
や
り
方
に
な
ら
っ
て
、
一
瓶
中
の
単
位
数
に
よ
り
一

号
（
九
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
六
○
○
単
位
を
含
み
六
○
銭
）
、
二
号
（
一
五
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
、
一
、
○
○
○
単
位
、
一
円
）
、
三
号
（
二
二
・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、

（
四
○
）

一
、
五
○
○
単
位
、
一
円
五
○
銭
）
に
区
別
さ
れ
た
。

そ
の
頃
ド
イ
ツ
で
は
、
子
供
の
ジ
フ
テ
リ
ア
を
治
療
す
る
に
は
少
な
く
と
も

（
一
）

五
○
○
単
位
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
一
号
の
単
位
数
が
決
め
ら
れ
た
。
。
ヘ
ー
リ

ソ
グ
血
清
は
一
号
か
ら
三
号
ま
で
す
べ
て
一
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
統
一
さ
れ
、

そ
の
な
か
に
必
要
単
位
が
含
ま
れ
て
い
た
。

（
四
○
）

こ
れ
に
対
し
、
明
治
二
十
八
年
の
伝
研
三
号
は
四
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
あ
っ

た
。
し
か
し
次
第
に
力
価
が
高
め
ら
れ
、
と
く
に
ベ
ー
リ
ン
グ
に
師
事
し
て
血
清

（
三
四
）

製
造
の
経
験
を
積
ん
だ
北
島
が
担
当
し
て
か
ら
は
著
し
く
進
歩
し
た
。
三
十
五

年
一
月
以
降
は
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
当
り
五
○
○
単
位
と
な
り
、
欧
州
で
い
う
強
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・
へ
ス
ト
血
清
、
同
予
防
液

明
治
三
十
二
年
十
一
月
我
が
国
に
初
め
て
。
へ
ス
ト
が
侵
入
し
神
戸
で
流
行
し
た
。
翌
年
一
月
一
時
終
焔
の
状
態
を
示
し
た
が
四
月
に
な
っ
て

大
阪
に
患
者
が
続
発
し
、
蔓
延
の
兆
候
を
示
し
始
め
た
。
以
後
大
正
十
五
年
ま
で
各
地
で
大
小
の
流
行
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
間
の
患
者
は

（
四
二
）

二
、
九
○
五
名
、
死
亡
者
は
二
、
四
二
三
名
だ
っ
た
。

・
へ
ス
ト
菌
は
明
治
二
十
七
年
香
港
で
北
里
と
エ
ル
サ
ン
（
ど
異
煙
目
号
①
国
．
］
・
園
①
邑
旨
）
と
に
よ
り
独
立
に
発
見
さ
れ
た
。
エ
ル
サ
ン
の
菌

は
グ
ラ
ム
陰
性
で
。
へ
ス
ト
の
原
因
菌
と
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、
北
里
の
菌
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
っ
た
。
北
里
が
第
一
報
で
記
載
し
ヨ
ー
ロ
ッ

力
血
清
に
遜
色
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
例
え
ば
三
号
で
も
二
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
減
ら
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
有
効
期
限
は

最
初
、
冷
暗
所
の
保
存
で
一
○
○
日
と
し
た
が
、
そ
の
後
一
年
に
変
更
し
た
。

破
傷
風
血
清
の
場
合
よ
り
一
年
遅
れ
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
で
も
固
形
（
乾
燥
）
血
清
が
明
治
三
十
六
年
か
ら
製
造
さ
れ
た
。
一
グ
ラ
ム
に

少
な
く
と
も
五
、
○
○
○
単
位
を
含
象
五
円
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
品
は
、
血
清
薬
院
創
立
に
つ
い
て
の
国
会
審
議
で
は
一
号
、
二
号
、
三
号
が
そ
れ
ぞ
れ
、
四
円
、
八
円
、
一
二
円
と
紹

（
ヱ
ハ
）
（
四
一
）

介
さ
れ
た
。
明
治
三
十
三
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
円
、
三
円
、
四
円
の
広
告
が
出
て
い
る
。

製
造
を
開
始
し
た
翌
年
、
す
な
わ
ち
明
治
三
十
年
の
需
要
は
予
想
以
上
に
多
か
っ
た
。
当
初
血
清
薬
院
で
は
、
年
間
の
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
を

多
く
と
も
六
千
人
位
、
そ
の
二
’
三
倍
の
人
数
分
を
製
造
す
れ
ば
よ
い
と
見
積
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
流
行
も
な
い
の
に
約
三
万
人
分
の
血
清

が
要
求
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
（
こ
伝
染
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
た
め
患
者
の
届
出
が
な
さ
れ
ず
、
過
去
の
統
計
が
実
数
よ
り
少
な

く
な
っ
て
い
た
。
（
二
）
そ
れ
が
血
清
療
法
で
治
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
進
ん
で
治
療
お
よ
び
予
防
を
医
師
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
三
）
ま
た
医
師
、
薬
剤
師
あ
る
い
は
薬
種
商
が
血
清
の
需
要
を
見
込
ん
で
幾
分
の
貯
蔵
を
計
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
四
）
新
領
土
お
よ
び
海
外

（
支
那
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
ハ
ワ
イ
等
）
か
ら
の
需
要
が
多
少
増
加
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
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パ
ヘ
送
っ
た
菌
は
エ
ル
サ
ン
菌
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
北
里
が
日
本
へ
持
帰
り
、
。
へ
ス
ト
の
原
因
菌
と
し
て
主
張
し
た
も
の
は
グ
ラ
ム
陽
性
桿

（
四
三
）

菌
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
我
が
国
で
は
・
へ
ス
ト
の
原
因
菌
に
つ
い
て
激
し
い
議
論
が
さ
れ
た
。
三
十
二
年
七
月
六
日
の
中
央
衛
生
会
の
会
議
で
、

●
へ
ス
ト
予
防
の
た
め
の
船
舶
検
疫
に
つ
い
て
「
北
里
氏
の
ペ
ス
ト
菌
を
発
見
し
た
る
か
、
又
は
エ
ル
サ
ン
氏
の
。
へ
ス
ト
菌
を
発
見
し
た
る
と
き

は
勿
論
、
其
中
何
れ
を
も
発
見
せ
ざ
る
と
き
と
い
へ
ど
も
臨
床
上
・
へ
ス
ト
の
症
候
あ
る
か
、
又
は
疑
し
き
症
候
あ
る
と
き
は
停
船
の
処
分
を
行

は
ん
と
す
、
可
否
如
何
」
と
い
う
内
務
大
臣
か
ら
の
諮
問
を
審
議
し
た
。
緒
方
正
規
は
。
へ
ス
ト
菌
は
エ
ル
サ
ン
菌
だ
と
主
張
し
、
北
里
は
自
分

の
見
つ
け
た
菌
を
ペ
ス
ト
病
原
と
確
信
す
る
が
、
・
へ
ス
ト
患
者
に
エ
ル
サ
ン
菌
も
あ
る
と
信
じ
て
い
る
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。
多
数
委
員
の
賛

成
で
、
北
里
菌
、
エ
ル
サ
ン
菌
の
記
載
を
除
き
、
「
検
鏡
上
ペ
ス
ト
菌
を
発
見
し
た
る
と
き
は
勿
論
、
此
を
発
見
せ
ざ
る
と
き
と
い
へ
ど
も
…
。
」

（
四
四
）

と
修
正
し
た
。
し
か
し
長
谷
川
衛
生
局
長
は
七
月
十
日
付
で
「
・
へ
ス
ト
菌
は
北
里
菌
ま
た
は
エ
ル
サ
ン
菌
で
あ
る
」
と
各
検
疫
所
に
通
牒
を

（
四
五
）

出
し
て
行
政
面
か
ら
介
入
し
、
物
議
を
か
も
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
戸
に
お
け
る
流
行
は
北
里
自
身
が
も
う
一
度
。
へ
ス
ト
病

原
菌
を
確
認
す
る
た
め
の
場
と
な
っ
た
。
北
里
は
発
病
初
期
の
患
者
を
検
査
し
、
十
一
月
下
旬
エ
ル
サ
ン
菌
が
。
へ
ス
ト
の
原
因
菌
で
あ
る
こ
と

（
五
一
、
く
五
三
）

自
家
製
の
予
防
液
を
使
用
し
た
。

エ
ル
サ
ン
菌
を
用
い
て
は
、
す
で
に
ハ
フ
キ
ン
つ
言
匡
§
胃
冨
・
葛
．
国
鳥
六
首
の
）
が
イ
ン
ド
で
死
菌
ワ
ク
チ
ン
が
有
効
で
あ
る
と
の
成
績

（
四
八
）

を
出
し
て
お
り
、
ま
た
エ
ル
サ
ン
が
抗
血
清
を
造
っ
て
い
た
。
エ
ル
サ
ン
氏
血
清
の
使
用
を
中
央
衛
生
会
か
ら
建
議
さ
れ
た
内
務
省
が
フ
ラ
ン

（
四
九
、
五
○
）

ス
公
使
に
そ
の
取
り
寄
せ
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
同
公
使
か
ら
好
意
的
な
寄
贈
を
受
け
た
。
実
際
現
場
で
は
、
北
里
一
門
も
、
東
京
帝
国
大
学

医
科
大
学
の
横
手
千
代
之
助
も
こ
の
エ
ル
サ
ン
氏
血
清
、
ハ
フ
キ
ン
氏
予
防
液
（
神
戸
鐘
淵
会
社
が
イ
ン
ド
か
ら
取
り
寄
せ
た
）
、
あ
る
い
は

よ
う
や
く
明
治
三
十
三
年
五
月
十
五
日
に
な
っ
て
内
務
省
訓
令
第
五
一
七
号
が
出
さ
れ
、
血
清
薬
院
は
。
へ
ス
ト
血
清
お
よ
び
予
防
液
の
製
造

を
開
始
し
た
。
七
月
四
日
、
北
里
は
患
者
発
生
地
区
の
人
を
お
よ
び
接
種
希
望
者
が
集
ま
っ
た
大
阪
府
会
議
事
堂
に
お
い
て
、
予
防
接
種
一

般
、
お
よ
び
使
お
う
と
し
て
い
る
血
清
薬
院
製
の
。
へ
ス
ト
予
防
液
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
た
あ
と
で
、
そ
の
予
防
液
を
自
分
に
接
種
し
て
見

（
四
六
、
四
七
）

を
認
め
た
。
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破
傷
風
血
清

破
傷
風
に
対
す
る
免
疫
は
も
と
も
と
北
里
が
ド
イ
ツ
時
代
か
ら
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
伝
研
で
血
清
が
試
作
さ
れ
、
明
治
三
十
年
十
月
以

（
一
）

降
三
十
六
年
八
月
ま
で
に
七
四
名
に
使
用
さ
れ
た
。
血
清
の
一
部
は
分
与
規
定
に
従
っ
て
需
要
者
に
分
与
さ
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
そ
の
効

力
が
周
知
さ
れ
公
売
が
待
た
れ
て
い
た
。
血
清
薬
院
は
三
十
五
年
六
月
か
ら
一
号
（
予
防
注
射
一
○
回
分
、
一
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
一
○
○
単

こ
の
。
へ
ス
ト
流
行
に
あ
た
り
、
最
初
予
防
液
を
伝
研
で
造
っ
た
が
、
狭
い
た
め
に
血
清
を
造
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
明
治

（
五
六
）

三
十
四
年
ペ
ス
ト
専
用
の
施
設
が
血
清
薬
院
に
新
営
さ
れ
た
。
血
清
お
よ
び
予
防
液
製
造
室
（
附
属
家
を
含
め
八
五
・
二
五
坪
、
一
万
一
、
六
二
五

円
）
は
平
家
で
、
作
業
室
三
、
消
毒
室
二
、
動
物
室
一
か
ら
な
っ
て
お
り
、
・
へ
ス
ト
菌
の
危
険
を
考
慮
し
て
設
計
さ
れ
た
。
窓
は
ガ
ラ
ス
戸
の

外
に
さ
ら
に
金
網
戸
を
付
け
て
、
虫
類
の
飛
入
を
防
ぎ
、
床
は
「
タ
タ
キ
」
、
作
業
台
は
ガ
ラ
ス
板
張
り
と
し
て
消
毒
を
し
や
す
く
し
た
。
ま

（
一
）

た
汚
水
は
一
箇
所
に
集
め
消
毒
し
て
か
ら
下
水
に
流
し
た
。
消
毒
用
と
し
て
高
圧
消
毒
器
を
備
え
た
。

な
お
こ
の
年
、
馬
五
○
頭
を
収
容
で
き
る
分
厩
舎
一
棟
（
附
属
家
を
含
め
て
、
一
七
四
・
五
坪
、
一
万
一
、
七
○
九
円
）
が
造
ら
れ
た
。
こ

れ
は
隔
離
畜
舎
と
も
呼
ば
れ
、
伝
染
病
が
発
生
し
た
時
に
健
康
馬
を
隔
離
す
る
た
め
の
も
の
で
、
平
素
は
新
た
に
購
入
し
た
馬
を
一
時
的
に
収

（
一
）

容
す
る
の
に
使
用
し
た
。

注
射
し
て
も
よ
い
と
し
た
。

（
五
四
）

せ
み
仁
Ｏ

（
五
五
）

た
。

血
清
薬
院
年
報
は
、
こ
の
よ
う
な
。
へ
ス
ト
菌
論
争
に
ま
っ
た
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
使
用
し
た
菌
株
の
由
来
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
い
な
い
。

予
防
液
も
血
清
も
一
瓶
四
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り
で
あ
っ
た
。
予
防
液
は
成
人
第
一
回
目
の
注
射
に
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
第
二
回
目
に
そ
の

二
’
三
倍
を
注
射
し
た
。
血
清
は
第
一
回
目
に
六
○
’
八
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
患
者
一
人
の
全
量
と
し
て
一
○
○
’
三
○
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を

（
五
○
）

三
十
四
年
一
月
に
は
一
ヵ
月
に
八
百
人
分
の
血
清
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
末
に
は
三
○
頭
の
馬
が
免
疫
に
な
っ
て
い

（42） 398



位
を
含
む
、
七
○
銭
）
と
二
号
（
患
者
一
人
治
療
用
、
四
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
四
○
○
単
位
を
含
む
、
二
円
五
○
銭
）
と
に
区
別
し
て
売
下
げ

た
。
ま
た
固
形
（
乾
燥
）
血
清
も
提
供
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
個
に
一
、
○
○
○
単
位
（
六
円
五
○
銭
）
含
む
も
の
で
数
年
間
保
存
可
能
と
さ
れ

た
。

コ
レ
ラ
血
清
、
同
予
防
液

明
治
三
十
五
年
久
し
ぶ
り
に
佐
賀
県
に
コ
レ
ラ
患
者
が
発
生
し
流
行
し
始
め
た
。
健
康
者
に
は
予
防
液
を
、
患
者
に
は
血
清
を
注
射
す
る
こ

（
一
、
五
七
）

と
に
な
っ
て
、
そ
の
製
造
が
血
清
薬
院
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
血
清
薬
院
で
は
た
だ
ち
に
大
量
の
予
防
液
を
佐
賀
県
に
回
送
し
た
。

（
四
○
）

コ
レ
ラ
血
清
を
初
め
て
患
者
に
用
い
た
の
は
北
里
で
、
明
治
二
十
八
年
広
尾
病
院
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
北
里
の
示
し
た

有
効
率
に
対
し
て
、
意
図
的
な
か
ら
く
り
が
あ
る
と
い
う
中
浜
東
一
郎
の
批
判
が
あ
り
、
北
里
も
そ
れ
に
反
論
し
た
が
、
そ
れ
以
後
北
里
は
．

（
五
八
）

レ
ラ
血
清
の
効
果
を
再
び
主
張
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
北
里
自
身
も
佐
賀
県
に
お
け
る
コ
レ
ラ
流
行
に
際
し
て
救
急
予
防
策
を
論
じ
て
い
る

（
五
九
）

が
、
予
防
液
の
使
用
を
強
調
す
る
の
み
で
、
治
療
血
清
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

ハ
ブ
毒
血
清

鹿
児
島
、
沖
縄
の
両
県
で
は
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
二
百
名
ほ
ど
が
ハ
ブ
咬
傷
を
受
け
、
約
七
分
の
一
が
死
亡
し
て
い
た
。
蛇
毒
咬
傷
に
対
す
る
治

療
用
血
清
の
開
発
は
、
と
く
に
パ
ス
ッ
ー
ル
研
究
所
の
カ
ル
メ
ッ
ト
（
原
○
目
ｐ
Ｐ
９
旨
①
胃
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
呼
ば
れ
る
カ
ル
メ
ッ
ト
・
ゲ
ラ
ン

菌
を
開
発
し
た
こ
と
で
有
名
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
留
学
中
の
北
島
は
こ
の
研
究
を
見
聞
し
、
帰
国
後
血
清
薬
院
で
ハ
ブ
毒
に
対
す
る
治
療

明
治
三
十
五
年
六
月
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
伊
津
部
村
の
民
家
を
借
用
し
て
出
張
事
務
所
と
し
、
毒
素
を
採
収
し
た
。
三
十
六
年
に
は
大
島
出

張
事
務
所
用
地
と
し
て
大
島
郡
金
久
村
字
井
称
七
八
四
、
七
八
八
の
イ
号
、
七
八
二
番
地
の
土
地
二
九
五
坪
を
二
五
二
円
で
買
上
げ
、
翌
三
十
七

（
六
○
）

血
清
の
開
発
に
取
組
ん
だ
。
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倍
で
運
送
賃
は
不
要
と
し
た
。

明
治
三
十
六
年
六
月
ジ
フ
テ
リ
ア
お
よ
び
破
傷
風
の
両
血
清
は
日
本
薬
局
方
に
編
入
さ
れ
、
性
状
、
品
質
、
貯
蔵
方
法
が
定
め
ら
れ
る
と
と

も
に
（
内
務
省
令
第
三
号
）
、
劇
薬
に
指
定
さ
れ
た
（
省
令
第
四
号
）
。
こ
の
時
「
実
布
埋
利
亜
」
は
「
ヂ
フ
テ
リ
ア
」
と
書
く
こ
と
に
な
っ
た

ジ
フ
テ
リ
ア
お
よ
び
破
傷
風
血
清
の
売
下
げ
は
内
務
省
令
で
規
定
さ
れ
た
（
省
令
七
号
、
明
治
二
十
九
年
六
月
、
改
正
、
省
令
一
五
号
、

三
十
五
年
六
月
）
。
最
初
は
医
師
、
薬
剤
師
ま
た
は
薬
種
商
だ
け
が
売
下
げ
を
請
求
で
き
た
が
、
三
十
五
年
の
改
正
後
は
官
公
庁
そ
の
他
の
公
共

団
体
も
請
求
し
て
よ
い
こ
と
に
し
て
、
薬
種
商
の
介
入
す
る
不
便
を
な
く
し
た
。
薬
剤
師
（
現
に
薬
品
営
業
を
な
す
も
の
）
お
よ
び
薬
種
商
に

は
定
価
の
二
割
引
で
売
下
げ
、
定
価
を
越
え
て
販
売
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

申
請
は
申
込
害
に
代
価
に
相
当
す
る
登
記
印
紙
を
貼
付
す
る
こ
と
で
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
勅
令
二
五
九
号
（
明
治
二
十
九
年
六
月
）
に
基
づ

く
も
の
で
、
官
金
を
扱
う
収
入
官
吏
の
い
な
い
所
か
ら
で
も
、
容
易
に
血
清
や
痘
苗
が
申
し
込
め
る
よ
う
便
宜
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お

三
十
一
年
七
月
か
ら
は
、
登
記
印
紙
の
代
り
に
収
入
印
紙
を
使
用
し
た
。
運
送
賃
は
取
ら
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
四
年
十
一
月
か
ら
、
国
内
の
供
給
を
妨
げ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
血
清
に
対
す
る
外
国
か
ら
の
需
要
に
応
ず
る
こ
と
に
な
っ
た

（
内
務
省
令
第
三
七
号
）
。
す
で
に
痘
苗
に
関
し
て
は
二
十
九
年
七
月
に
こ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
て
い
た
。
血
清
の
代
価
は
国
内
向
け
の
二

年
三
月
に
庁
舎
お
よ
び
ハ
ブ
飼
養
室
、
計
四
一
坪
を
八
七
九
円
で
増
営
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
伝
研
で
試
作
さ
れ
た
も
の
が
血
清
薬
院
で
製
品
化

さ
れ
て
い
た
が
、
ハ
ブ
蛇
毒
血
清
は
例
外
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
実
用
化
は
遅
れ
、
三
十
七
年
に
な
っ
て
初
め
て
製
品
が
出
た
。
北
島
の
論
文

（
一
ハ
ー
）

が
出
る
四
十
一
年
ま
で
に
六
千
余
匹
の
ハ
ブ
が
買
収
さ
れ
た
。

血
清
は
明
治
三
十
八
年
か
ら
奄
美
大
島
お
よ
び
沖
縄
で
使
用
さ
れ
有
効
と
判
断
さ
れ
た
。
最
初
は
無
償
で
土
地
の
医
師
に
試
用
し
て
も
ら
っ

（
六
一
）
（
六
○
）

た
が
、
払
下
げ
に
な
っ
て
か
ら
は
四
○
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
一
瓶
を
三
円
と
し
た
。

四
売
下
げ
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表3売下げ

売下げ額（円)**＊個数
明治
(年）

|r*|"|"|
ll｜’

｜売下”無償交付 合
一
６
７
２
２
４
４
２

計
￥
妬
詑
必
鎚
虹
鵡
“

９
，
７
，
，
，
Ｊ

６
４
７
７
３
２
３

合
２
３
４
４
４
５

ラ
情

／
Ｉ
｜

コ
血

ジフテリ

ア血清

6，456

24，327

37，442

47，882

43，414

・42，134

47，268

（78)*＊

46，604

（31）

47，213

（11）

17，291

’＊

９
０
１
２
３
４
５

２
３
３
３
３
３
３

8,031

30,347

45,364

57,509

51,163

49,116

58,410

３
８
６

０
１
４

６
１
９

１
，
，

３
６
６一○ ９

２
２

２
３
、
ノ
ー

１
９
５
０
，
２
夕

，１
１
／
ｔ
４

Ｊ
ｊ
う

５
３
５

９
３
２

３
８

，

，

３
７
〆
／
Ｌ
〆

、
ノ
、
ノ
、
ノ

０
９
０

４
８
８

８
８
３

７

３

１

１
１
１

く
く
く

６
０
５
３
３
６

ｂ
Ｆ

Ｄ

８
２
５
５

ｊＯ５
／

２
６
２
５
８
４

，

，

８
５
５
５
４
５
４
３
６
７

フ２
２
６
７
３
３

263(63)|(2,500)|2,2051118122,377霧
一

＊明治29年は7月から，38年は3月まで。

＊＊外国からの分，上あるいは左側に数値がある場合には内訳としての外国分。ただ
し，年報（血清薬院，伝研）記載のうち台湾の分については不統一があるがその

ままにした。

**＊金額は10銭の位を4捨5入し円で示した。以下の表も同じ。

（
省
令
第
六
号
）
。

こ
の
よ
う
に
血
清
の
性
状
や
品
質
が
薬
局
法
に
公
表
さ
れ

販
路
も
広
ま
り
、
売
上
げ
も
伸
び
て
き
た
の
で
、
民
間
で
も

製
造
販
売
者
が
増
加
し
そ
う
な
傾
向
が
出
て
き
た
。
そ
の
た

め
政
府
は
、
明
治
三
十
六
年
六
月
内
務
省
令
第
五
号
に
よ
っ

て
、
痘
苗
お
よ
び
血
清
そ
の
他
の
細
菌
学
的
予
防
治
療
品
の

製
造
を
取
締
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
販
売
を
目
的

と
し
て
製
造
を
行
な
お
う
と
す
る
者
は
、
製
造
所
の
建
物
、

畜
舎
の
構
造
、
所
長
お
よ
び
主
任
技
術
者
の
履
歴
な
ど
を
明

記
し
て
、
地
方
長
官
の
認
可
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に

違
反
し
た
者
は
二
五
円
以
下
の
罰
金
又
は
二
十
五
日
以
下
の

重
禁
銅
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
と
同
時
に
衛
生
局

長
よ
り
各
地
方
長
官
に
あ
て
て
、
今
後
は
薬
局
法
へ
の
収
載

に
か
か
わ
り
な
く
、
血
清
そ
の
他
の
細
菌
学
的
予
防
治
療
品

を
薬
品
と
し
て
取
扱
い
、
薬
品
営
業
並
薬
品
取
扱
規
則
（
法

律
第
一
○
号
、
一
般
に
薬
律
と
よ
ば
れ
た
、
二
十
二
年
制
定
）

（
一
ハ
ー
ー
）

を
適
用
す
る
こ
と
を
通
達
し
た
。

。
へ
ス
ト
血
清
、
同
予
防
液
、
コ
レ
ラ
血
清
、
同
予
防
液
は

官
公
庁
か
ら
の
要
求
に
対
し
随
時
無
償
で
交
付
し
た
。
台
湾
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表4歳入出決算

歳入の部＊

臨時部

予算｜調定’

経営部 合計（円）
会計年度

予算｜調定予算｜調定
９
０
１
２
３
４
５
６

２
３
３
３
３
３
３
３

治明 ７
２
２
６
０
６
３
３

５
７
７
４
４
４
５
５

１
３
５
１
３
７
６
３

３
４
４
４
４
一
・
○
６
６

１
９
９

２
Ｌ
ａ
ｌ

５
８
０
０
０
１
０
０

７
１
７
０
１
５
５

５
７
２
６
６
７
７

５
８
９
６
３
４
１
３

０
５
２
２
９
７
３
７

５
６
６
７
８
０
６
７

１
１

２
０
２
６
０
７
３
３

３
９
７
１
４
５
０
０

６
７
３
６
６
８
８

６
１
３
７
６
１
７
６

３
０
７
６
３
３
９
３

５
７
６
７
９
２
５
７

ｑ
グ
ｑ
タ
も

３
２
３
１

歳出の部

経常部*＊ 臨時部**＊

予算｜支払
5，8735，871

0 0

7，5207，165

0 0

29，79923，327

29，11628，623

6，2126，187

6，4046，285

払
柳
鉦
班
旺
秘
遜
理
理

，
タ
ー
タ
フ
タ
，
７

剛
支
詔
記
哩
詔
矼
那
蛇
帥

く三同ト
ー
合
算
旺
皿
硴
哩
和
皿
祁
哩

，
，
，
ｊ
７
，
，
，

予
”
”
“
認
鎚
錦
鯉
艶

会計年度

予算

21，185

27，309

37，152

34，441

38，931

58，925

88，557

75，649

払
理
唖
瀝
玩
仰
知
唖
岬

，
９
３
，
り
り
，
夕

支
Ⅳ
妬
謁
認
詔
諏
舗
廼

明治29

30

31

32

33

34

35

36 ’
売下げによる収入は印紙で納入されており，ここに含まれない。
人件費を含む。

創設のための新営費は本省扱いで，ここに含まれていない。その後の新営費は含ま
れている。

＊

＊＊

＊＊＊

総
督
府
か
ら
の
請
求
に
対
し
て

は
。
へ
ス
ト
製
品
は
無
償
で
あ
っ

た
が
、
コ
レ
ラ
製
品
は
有
償
と

な
っ
て
い
た
。
総
督
府
以
外
の

台
湾
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
は

一
瓶
一
円
、
そ
の
他
外
国
か
ら

の
請
求
に
対
し
て
は
二
円
五
○

銭
（
・
へ
ス
ト
血
清
、
同
予
防
液

に
関
し
て
は
、
明
治
三
十
四
年

十
二
月
、
コ
レ
ラ
の
場
合
に
は
、

三
十
六
年
八
月
決
定
）
と
し
輸

送
料
は
取
ら
な
か
っ
た
。

血
清
お
よ
び
予
防
液
の
輸
出

先
は
韓
国
、
清
国
、
台
湾
、
ロ

シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
額
は

全
体
の
売
下
げ
（
表
３
）
の
な

か
で
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

血
清
薬
院
が
売
下
げ
を
行
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表5明治34年度歳出経常部予算＊

’血清薬院 伝染病研究所痘苗製造所

俸給及諸給

庁費

修繕費

死傷手当

賠償及訴訟費

旅費

雑給及雑費

調製及配送費

研究費

計

12,072円

4，404

500

1

2

179

2，614

0

21，472

41，244

＊＊

８
８
２
１
２
６
７
６
０

８
３
７
３
７
６

６
７
７
３
７
２

１
１

，
１

６
１
６
５３

０
０
５
１
２
４
７
８
０

９
５
８
８
６
３

３
９
６
７
２
５

９
９

１
９

１
３
３
８

１
６

51，580 82，563

＊文献（63）による。

*＊血清薬院年報では42,610となっている。

な
っ
た
期
間
に
は
値
段
の
変
更
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

表
４
は
血
清
薬
院
の
歳
出
入
決
算
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
歳
入
に
比
べ
て
歳

出
が
非
常
に
多
い
。
前
年
の
売
下
げ
収
入
（
表
３
）
が
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
た
と

仮
定
し
て
歳
入
予
算
（
表
４
）
に
加
え
て
み
て
も
、
明
治
三
十
二
年
度
だ
け
が

歳
出
を
四
千
円
強
上
回
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
歳
出
の
方
が
多
い
。
と
く
に

三
十
四
、
三
十
五
年
度
は
無
償
交
付
が
多
か
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
四
万
円
近

（
一
四
）

く
歳
出
が
超
過
し
て
い
る
。
北
里
の
伝
記
に
出
て
く
る
「
血
清
薬
院
は
創
立
当
初

か
ら
年
収
約
十
万
円
、
純
益
約
三
万
円
の
収
入
を
あ
げ
た
」
と
い
う
記
述
の
根
拠

は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

血
清
薬
院
の
役
割
は
製
造
で
あ
っ
た
の
で
、
伝
研
の
場
合
と
違
い
研
究
費
は
予

算
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
予
算
の
主
要
な
も
の
は
調
製
お
よ
び
配
送
費
で
あ
っ
た

（
一
ハ
ー
ニ
）

（
表
５
）
。
創
立
初
期
の
研
究
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
三
十
二
年
以

降
血
清
薬
院
の
職
員
が
伝
研
で
行
っ
た
研
究
が
伝
研
年
報
に
記
さ
れ
て
い
る
（
表

６
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
製
造
に
直
接
関
係
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
細
菌
学
の

一
般
的
研
究
が
血
清
薬
院
の
職
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

血
清
薬
院
で
行
わ
れ
た
研
究
の
な
か
で
出
色
の
も
の
は
北
島
に
よ
る
ハ
ブ
血
清

の
開
発
で
あ
る
。
蛇
毒
に
は
神
経
毒
と
出
血
毒
と
が
あ
り
、
コ
ブ
ラ
毒
は
前
者
に

五
研
究
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表6血清薬院職員が内務省所管伝染病研究所において行なった研究

|ゞ”｜”・’
齢
や
り
く 課題

峰守太

峰守太

田村瑞

田村瑞

瀬川平

技
技
技
技
嘱

年月を経過したる実布姪利亜治療血清の効力試験

実布姪利亜治療血清の化学的研究

培養基の反応試験

｢ペスト」菌に対する猫の感受性試験

｢ペスト」菌及赤痢菌の変形態並に「メタクロマチッ
セ，ケルペルヘン」の研究

飲料水中の窒扶斯菌検査法研究

一種の「ストレプト，リッキス」検査

一種の黄色桿状菌の検査

｢ペスト」菌毒力の保存法試験

生活菌を以てする「ペスト」免疫の試験的研究

破傷風菌の培養法研究

｢オキシダーゼ」の実布姪利亜及破傷風菌毒素に対す
る分解作用の研究

一二の「バクテリオエンチーム」及其抗体試験

横浜市「ペスト」小流行事迩の観察

手
手
手
手
託

２
３
４

３
３
３

郎
郎
穂
穂
造35

守
川
村
佐
佐
村
守

峰
瀬
川
秦
秦
川
峰

技
技
技
技
技
技
技

太
平
六
八
八
六
太

郎
造
郎
郎
郎
郎
郎

手
手
手
師
師
手
手

秦佐八郎

柴山五郎作
瀬川平造

柴山五郎作
瀬川平造

川村六郎

秦佐八郎
瀬川平造

秦佐八郎

照内豊

神田元次郎

36 技師

伝研部長
技手

伝研部長
技手

技手

技師
技手

技師

技師

技手

猫の自然に「ペスト」に感染したる実験

非能働性健康血清の抗血球溶解作用

東京瓦斯紡績会社内「ペスト」病毒散蔓程度の観察

不全免疫動物に於ける慢性「ペスト」試験

破傷風菌の培養法研究

人結核菌「ツベルクリン」と牛結核菌「ツベルクリン」
との牛結核診断上に於ける価値比較試験

｢ペスト」に関する二三の試験

腸窒扶斯菌に対する家兎の血液及臓器細胞の関係試験

免疫し得べき物質の性状に就ての試験

技手

技師

伝研部長
技手

技手

技師

造
郎
一
市
実
郎

平
八
多
音
政
八
田

川
佐
島
田
和
佐

瀬
秦
北
肥
大
秦

句句

Oイ

凝集反応及沈澱反応の研究

一二の「バクテリオエンチーム」及其抗禮試験（第一
報告追加）

獅腫患者より得たる一種の連鎖球菌に就いて

脚気病の化学的研究第一

ママ

醸母の「フェルメント」研究

凝集反応の研究殊に「アグルチノイド」に就ての研究

瀬川平造

照内豊
佐伯矩

志賀潔

大和田政実

技手

技師
伝研助手

技師

技手38
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属
し
、
ハ
ゞ
フ
毒
は
後
者
に
属
し
て
い
る
。
．
。
フ
ラ
毒
に
対
す
る
血
清
を
造
っ
た
カ
ル
メ
ッ
ト
で
さ
え
も
、
コ
ブ
ラ
毒
に
対
す
る
抗
毒
素
の
産
生

（
六
○
）

は
容
易
で
あ
る
が
、
出
血
毒
性
の
蛇
毒
に
対
す
る
抗
毒
素
の
産
生
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
結
論
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
北
島
は
こ
の
困

（
三
四
）

難
と
さ
れ
た
〈
。
フ
血
清
を
造
り
あ
げ
、
地
域
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
た
。
北
島
は
こ
の
貢
献
に
よ
っ
て
第
一
回
浅
川
奨
学
賞
を
受
け
た
。

明
治
三
十
二
年
三
月
に
伝
研
自
体
も
国
立
に
な
り
内
務
省
所
管
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
後
藤
衛
生
局
長
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
と
さ
れ
て
お

（
六
四
）

り
、
次
の
長
谷
川
局
長
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

後
藤
は
北
里
が
内
務
省
に
入
っ
た
時
か
ら
の
長
い
友
人
で
あ
り
、
血
清
薬
院
を
国
立
に
し
た
時
の
衛
生
局
長
で
あ
る
。
後
藤
は
衛
生
行
政
に

つ
い
て
彼
自
身
の
考
え
を
も
っ
て
い
た
。
血
清
製
造
を
民
間
に
委
せ
れ
ば
検
査
制
度
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
実
際
上
困
難
で
あ
る
か
ら

種
を
の
弊
害
が
出
て
く
る
。
製
造
は
国
立
の
血
清
薬
院
に
限
定
し
、
さ
ら
に
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
。
衛
生
行
政
組
織
は
事
務
局
と
諮
詞
審
事

機
関
と
を
具
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
務
省
衛
生
局
は
事
務
局
に
、
中
央
衛
生
会
は
諮
詞
機
関
に
、
衛
生
試
験
所
は
審
事
機
関
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
が
、
学
問
の
進
歩
に
対
応
し
て
私
立
伝
研
も
審
事
機
関
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
そ
の
う
え
伝
研
は
業
績
も
著
し
く
、
こ
の
私
立
の
研
究

所
で
成
功
し
た
血
清
を
国
立
の
血
清
薬
院
で
売
下
げ
る
の
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。
従
っ
て
、
伝
研
を
国
立
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
後
藤

ち
ょ
う
ど
明
治
三
十
二
年
は
伝
研
に
対
す
る
三
年
毎
の
国
庫
補
助
が
区
切
り
に
な
る
時
だ
っ
た
。
伝
研
は
パ
ス
ッ
ー
ル
研
究
所
と
ち
が
っ
て

多
額
の
財
産
を
持
た
な
い
か
ら
、
国
か
ら
の
補
助
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
、
国
と
し
て
伝
染
病
対
策
を
有
効
に
実
施
す
る
に
は
私
立
の
伝
研
で

は
不
都
合
で
あ
る
し
、
国
か
ら
の
支
出
が
増
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
を
国
立
に
し
た
い
と
長
谷
川
は
説
明
し
、
伝
研
の
国
立
化
が
決

（
六
五
）

ま
っ
た
。

（
一
三
、
六
四
）

の
主
張
だ
っ
た
。

六
伝
研
へ
の
合
併

こ
の
よ
う
に
血
清
薬
院
が
国
立
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
伝
研
の
国
立
化
に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
の
成
行
き
は
後
藤
の
引
い
た
路
線
に
北
里
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が
乗
っ
た
と
も
ゑ
ら
れ
よ
う
。
私
立
伝
研
の
収
入
源
は
限
ら
れ
て
お
り
、
北
里
側
と
し
て
も
研
究
所
を
維
持
す
る
の
は
困
難
な
時
期
に
な
っ
て

（
一
ハ
ー
ハ
）

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
、
養
生
園
だ
け
が
私
立
の
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
こ
で
北
里
は
結
核
患
者
を
治
療
し
た
が
、
す
で
に
こ
の
頃
シ
ベ
ル

（
九
）

ク
リ
ン
は
結
核
の
特
効
薬
と
し
て
は
一
般
に
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

日
露
戦
争
の
た
め
、
明
治
三
十
八
年
度
の
内
務
省
予
算
が
前
年
度
の
約
半
分
に
な
り
、
種
々
の
行
政
整
理
を
行
う
必
要
が
出
て
き
た
。
三
十
七

年
十
二
月
十
二
日
の
第
一
二
回
帝
国
議
会
の
衆
議
院
予
算
委
員
第
二
分
科
会
に
お
い
て
、
芳
川
顕
正
内
務
大
臣
は
伝
研
、
血
清
薬
院
、
痘
苗
製

（
六
七
）

造
所
の
独
立
を
廃
し
て
一
箇
所
に
統
合
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
施
設
に
お
い
て
は
北
里
が
責
任
者
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
実
質

的
な
責
任
者
で
あ
っ
た
。
翌
三
十
八
年
二
月
十
六
日
の
委
員
会
で
、
研
究
は
帝
国
大
学
で
、
製
造
は
民
間
で
や
れ
ば
よ
く
、
学
者
が
道
楽
を
し

マ
マ

て
い
る
伝
研
に
対
し
て
二
四
万
円
の
建
設
費
と
一
六
万
円
の
事
業
費
が
出
て
い
る
の
は
、
医
科
大
学
の
細
菌
研
究
所
の
数
千
円
の
予
算
と
比
較

（
六
七
）

し
て
不
公
平
だ
と
い
う
伝
研
不
要
論
が
出
さ
れ
た
が
、
結
局
、
三
十
八
年
三
月
二
十
八
日
の
勅
令
第
八
八
号
に
よ
っ
て
、
四
月
一
日
か
ら
の
統

合
が
決
ま
っ
た
。
同
年
伝
研
は
芝
区
白
金
台
町
の
一
万
九
千
余
坪
の
敷
地
に
新
築
を
開
始
し
、
三
十
九
年
六
月
に
移
転
し
た
。

こ
れ
ら
の
三
施
設
の
合
併
に
よ
っ
て
、
病
原
体
の
研
究
、
予
防
治
療
薬
の
製
造
な
ど
、
伝
染
病
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
北
里
を
所
長

と
す
る
伝
研
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
我
が
国
で
本
格
的
な
研
究
所
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
で
あ
る

の
で
、
三
施
設
が
合
併
し
た
当
時
の
伝
研
は
我
が
国
で
は
最
大
級
の
研
究
所
で
あ
り
、
世
界
的
に
象
て
も
伝
染
病
の
研
究
所
と
し
て
は
屈
指
で

あ
っ
た
。
伝
染
病
対
策
は
国
家
と
し
て
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
の
で
、
北
里
の
責
任
は
重
く
、
ま
た
影
響
力
も
大
き
か
っ
た
。
北
里
は
伝

染
病
の
研
究
成
果
を
衛
生
行
政
に
ま
で
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
、
政
治
家
、
行
政
官
と
も
密
接
に
接
触
し
た
し
、
ま
た
衛
生
行
政
に
関
係

す
る
こ
と
は
官
制
で
決
め
ら
れ
た
伝
研
の
任
務
で
も
あ
っ
た
。
と
く
に
内
務
省
衛
生
局
は
北
里
の
思
う
が
ま
ま
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

予
算
面
か
ら
ぶ
て
も
、
伝
研
お
よ
び
北
里
所
長
の
立
場
は
強
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
明
治
三
十
四
年
度
の
予
算
（
表
５
）
で

（
一
ハ
ー
ニ
）

は
、
伝
研
は
痘
苗
製
造
所
の
約
半
分
で
、
血
清
薬
院
よ
り
も
や
や
小
さ
く
、
し
か
も
自
己
収
入
は
少
な
い
。
血
清
薬
院
と
痘
苗
製
造
所
に
は
多

額
の
自
己
収
入
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
を
合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
研
の
国
家
予
算
へ
の
依
存
度
は
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
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表7明治39年の伝染病研究所からの売下げ

い
た
。
伝
研
が
国
立
に
な
っ
た
明
治
三
十
二
年
の
時
点
で
は
治
療

血
清
（
腸
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
、
破
傷
風
、
赤
痢
）
、
丹
毒
治
療
液
と
旧
ッ
亭
へ
ル
ク
リ
ン
（
獣
体
用
も
）
を
製
造
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
分
与
規

定
に
従
い
、
伝
研
で
講
習
を
受
け
た
者
に
の
み
有
償
で
分
与
し
、
そ
の
成
績
を
報
告
さ
せ
た
ほ
か
、
官
庁
、
医
学
校
や
病
院
か
ら
の
請
求
に
適

宜
応
じ
て
い
た
。
三
十
二
年
度
の
収
入
は
一
、
六
七
七
円
だ
っ
た
。
つ
ま
り
伝
研
の
製
品
は
自
由
に
市
場
に
出
て
い
た
の
で
は
な
く
、
講
習
と

由来｜売下げ額(円)｜小計(円)の製品

伝研

伝研

伝研

伝研

伝研

伝研

伝研

血清薬院

血清薬院

血清薬院

血清薬院

血清薬院

血清薬院

血清薬院

痘苗製造所

692

3，410

7，143

732

744

15

786

73,194

3，279

264

6，210

141

0

765

28，765

ツベルクリン

腸チフス血清

赤痢血清

連鎖球菌血清

丹毒治療液

腸チフス予防液

赤痢予防液

ジフテリア血清

破傷風血清

コレラ血清

ペスト血清

ハブ毒血清

コレラ予防液

ペスト予防液

痘苗

、

’13,521（10.7）
、

83,761（66.5）、
ノ
－
Ｊ

’28,765（228）’

苔計’｜］26,"71

合
併
後
の
三
十
九
年
の
売
下
げ
（
表
７
）
で
み
る
と
、
伝
研
の
そ

れ
ま
で
の
製
品
の
占
め
る
割
合
は
全
体
の
一
割
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ

に
対
し
て
血
清
薬
院
か
ら
引
継
い
だ
製
品
の
売
下
げ
は
全
体
の
三

分
の
二
に
当
る
。

合
併
後
六
年
た
っ
た
明
治
四
十
四
年
、
伝
研
の
廃
止
あ
る
い
は

文
部
省
へ
の
移
管
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
北
里
は
伝

研
の
収
支
決
算
表
を
示
し
て
、
伝
研
は
国
庫
に
依
存
す
る
こ
と
き

（
六
八
）

わ
め
て
僅
少
と
言
い
き
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
つ
い
に
大
正

三
年
に
伝
研
は
内
務
省
か
ら
文
部
省
に
抜
打
的
に
移
管
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
北
里
は
こ
の
移
管
を
不
満
と
し
て
下
野
し
、
大
正
四

年
北
里
研
究
所
を
設
立
し
た
。
こ
の
時
役
立
っ
た
の
が
養
生
園
に

蓄
積
し
て
き
た
結
核
治
療
か
ら
の
収
入
だ
っ
た
。

血
清
薬
院
が
存
在
し
た
当
時
、
伝
研
で
は
他
の
製
品
を
造
っ
て

あ
と
が
き
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結
び
つ
い
て
い
た
。

（
一
二
一
一
）

柴
山
の
「
日
本
一
一
於
ケ
ル
細
菌
学
沿
革
小
史
」
に
明
治
二
十
九
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で
の
各
種
血
清
お
よ
び
予
防
液
各
年
売
下
高
表
が
出
て

い
る
が
、
こ
れ
は
伝
研
、
血
清
薬
院
、
痘
苗
製
造
所
の
も
の
を
合
算
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
柴
山
は
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
は
瓶
数
で

な
く
ｃ
ｃ
で
示
し
た
と
付
記
し
て
い
る
が
、
血
清
薬
院
の
年
報
を
み
る
と
こ
れ
は
瓶
数
で
あ
る
。

そ
の
頃
の
他
の
施
設
で
の
製
造
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
い
。
大
阪
の
桃
山
病
院
で
は
明
治
三
十
年
に
試
験
室
を
設
け
、
馬
、
山
羊

（
六
九
）

の
放
牧
場
を
開
設
し
て
ジ
フ
テ
リ
ア
の
血
清
療
法
を
開
始
し
た
。
私
立
（
石
神
）
伝
染
病
研
究
所
は
二
、
三
種
の
血
清
お
よ
び
治
療
薬
を
、
ま

（
三
二
、
七
○
）

た
大
阪
血
清
薬
院
は
数
種
類
の
血
清
お
よ
び
治
療
薬
を
製
造
発
売
し
た
。
前
者
は
、
北
里
門
下
の
石
神
享
が
三
十
年
に
大
阪
に
設
立
し
た
も
の

（
七
一
）
（
七
二
）

で
あ
り
、
後
者
は
も
う
少
し
遅
く
、
佐
田
愛
彦
夫
人
静
子
が
四
十
一
年
に
設
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
長
野
私
立
血
清
薬
院
、
赤
痢
治
療
血

（
七
三
）

清
の
製
造
所
と
し
て
京
都
の
吉
田
治
療
血
清
製
造
所
、
東
京
の
露
木
血
清
薬
館
の
記
事
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ワ
ク
チ
ン
製
造
と
異
っ

て
、
大
動
物
の
使
用
と
経
験
と
を
必
要
と
す
る
血
清
製
造
の
場
合
に
は
、
民
間
で
着
手
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

血
清
薬
院
の
活
動
を
全
体
と
し
て
承
る
と
、
血
清
療
法
の
創
始
に
か
か
わ
っ
た
北
里
を
中
心
に
し
て
は
い
た
も
の
の
、
と
く
に
斬
新
な
も
の

は
な
か
っ
た
。
目
ぼ
し
い
の
は
ハ
ブ
血
清
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
血
清
薬
院
の
事
業
内
容
か
ら
す
る
と
、
ご
く
小
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
北
島

の
帰
国
に
よ
る
製
造
技
術
の
向
上
、
乾
燥
血
清
の
作
製
技
術
や
検
定
法
な
ど
に
し
て
も
、
明
治
期
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
外
国
か
ら
の
技
術
導
入

の
一
環
と
み
ら
れ
る
。
当
時
外
国
製
の
血
清
の
輸
入
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
量
は
多
く
は
な
い
。
血
清
薬
院
は
国
内
の
需
要
量
の
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
を
ま
か
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ま
た
多
少
で
は
あ
る
が
国
外
へ
も
輸
出
し
た
。
こ
の
時
代
、
医
薬
品
、
こ
と
に
新
薬
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が

（
七
四
）
（
三
二
）

外
国
か
ら
の
輸
入
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
が
細
菌
学
的
製
剤
だ
け
は
例
外
だ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
血
清
薬
院
は
充
分
に
そ
の
役
割

を
果
し
た
と
い
え
る
。
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謝
辞

貴
重
な
資
料
を
い
た
だ
い
た
北
里
研
究
所
、
桃
山
病
院
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

文
献

'~、′へ／､、C
四＝＝一

、一ノ、－ノ、－ノ酉

（
ご
藤
野
恒
三
郎
『
藤
野
・
日
本
細
菌
学
史
』
一
九
二
頁
、
近
代
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
。

（
一
○
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』
一
八
○
頁
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
昭
和
五
十
五
年
。

（
ご
北
里
柴
三
郎
「
伝
染
病
研
究
所
創
立
の
必
要
」
（
明
治
二
十
五
）
『
論
説
集
』
六
四
頁
。

（
○
宮
島
幹
之
助
『
北
里
柴
三
郎
伝
』
五
六
頁
、
北
里
研
究
所
、
昭
和
三
十
九
年
。

兎
）
高
野
六
郎
「
北
里
柴
三
郎
先
生
の
業
績
」
『
日
本
医
事
新
報
』
二
一
○
六
号
、
一
三
頁
、
昭
和
二
十
四
年
。

（
己
）
『
細
菌
学
雑
誌
』
一
九
号
、
四
九
頁
、
明
治
三
十
年
。

（
二
）
北
里
柴
三
郎
「
伝
染
病
研
究
所
一
覧
」
（
明
治
二
十
八
）
『
論
説
集
』
二
九
三
頁
。

（
三
）
『
中
外
医
事
新
報
』
三
六
五
号
、
五
七
頁
、
明
治
二
十
八
年
。

（
弓
鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
伝
』
一
巻
、
八
六
○
頁
、
後
藤
新
平
伯
伝
記
編
纂
会
、
昭
和
十
二
年
。

（
一
巴
宮
島
幹
之
助
『
北
里
柴
三
郎
伝
』
七
一
、
一
五
八
、
一
六
二
頁
。

（
一
二
内
務
省
衛
生
局
『
医
制
五
十
年
史
』
二
九
四
頁
、
大
正
十
四
年
。

（
ろ
『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
記
録
』
明
治
編
六
巻
、
一
西
、
一
四
七
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
一
年
。

（
一
己
『
近
世
名
医
一
夕
話
』
一
○
六
頁
、
日
本
医
事
新
報
社
、
昭
和
十
二
年
。

（
一
○
『
細
菌
学
雑
誌
』
二
号
、
六
八
頁
、
明
治
二
十
九
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
一
○
一
号
、
三

国
胃
副
》
言
・
ロ
．
》
鈩
冒
８
ｑ
ｇ

Ｆ
の
。
旨
く
農
９
．
国
・
少
・
》
沙
巨
Ｑ
ｍ
Ｑ

北
里
柴
三
郎
「
免
疫
試
験
結
果
（

年
、
北
里
研
究
所
、
北
里
学
園
。

』
一
○
一
号
、
三
○
頁
、
明
治
三
十
七
年
。

一
・
四
鈩
匡
ｍ
８
ｑ
○
局
目
ａ
一
ｓ
］
ず
秒
ｇ
の
国
。
］
○
題
画
目
Ｑ
旨
〕
日
●
日
５
｝
品
望
曹
呂
〕
乏
筐
旨
日
国
の
旨
の
日
脚
目
胃
①
島
の
卸
］
罰
○
○
富

国
・
少
・
〕
沙
員
』
、
ｏ
』
○
８
国
ぐ
の
宍
冠
〕
シ
畠
・
》
弓
旨
８
３
昌
冨
国
の
切
具
］
１
日
９
○
ヶ
』
○
］
○
ぬ
く
》
唖
扇
〕
ロ
○
く
日
弔
巨
ず
屋
３
口
○
畠
）
冑
の
．

「
免
疫
試
験
結
果
の
報
告
」
（
明
治
二
十
八
）
、
「
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』
（
以
下
単
に
論
説
集
と
略
す
）
、
三
三
頁
、

Ｆ
弄
具
Ｈ
の
『
Ｐ

澤
の
コ
ト
。

昭
和
五
十
三

（53）409



酋酋a舎舎舎舎舎舍舎舎会合つろへ，へ，へ／－，／－，，－、，‐、／-、へ雪空再再昊三三二壽三三三三写二三篁三邑仁，cc，つ
ニニーロ九八七六五四三二二－－九八壱六五=三三二己元
、－ノ、＝ノ、－ノ、－ノミーノ､－ノ、-ノミーノ、－ノミーノ、－ノ､＝ノ、－ノ、＝ノ､－ノ､－ノ、＝ノ、＝ノ、－ノミーノ、－ノ、字ノ、_ノ、－ノ

『
近
代
名
医
一
夕
話
』
二
五
頁
。

荒
井
恵
「
高
木
友
枝
さ
ん
の
思
い
出
」
『
日
本
医
事
新
報
』
一
三
○
一
号
、
一
九
頁
、
昭
和
二
十
四
年
。

鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
伝
』
一
巻
、
七
三
七
頁
。

柴
山
五
郎
作
「
日
本
二
於
ケ
ル
細
菌
学
沿
革
小
史
」
『
東
京
医
学
会
創
立
一
芸
年
祝
賀
記
念
論
文
集
』
大
正
二
年
。

『
北
島
多
一
自
伝
』
八
三
頁
、
北
島
先
生
記
念
事
業
会
、
昭
和
三
十
年
。

『
北
里
研
究
所
五
十
年
誌
』
六
七
四
頁
、
北
里
研
究
所
、
昭
和
四
一
年
。

『
中
外
医
事
新
報
』
三
九
一
号
、
五
○
頁
、
明
治
二
十
九
年
。

宮
島
幹
之
助
『
北
里
柴
三
郎
伝
』
七
一
頁
。

北
里
柴
三
郎
「
伝
染
病
研
究
所
第
一
○
回
研
究
証
書
授
与
式
挨
拶
」
（
明
治
三
十
）
『
論
説
集
』
五
五
九
頁
。

北
里
柴
三
郎
「
伝
染
病
研
究
所
第
一
六
回
研
究
証
書
授
与
式
挨
拶
」
（
明
治
三
十
二
）
『
論
説
集
』
六
二
九
頁
。

『
中
外
医
事
新
報
』
四
一
九
号
、
七
○
頁
、
明
治
三
十
年
。

北
里
柴
三
郎
「
実
布
姪
里
亜
及
虎
列
刺
病
治
療
成
績
報
告
」
（
明
治
二
十
八
）
『
論
説
集
』
ニ
ハ
三
頁
。

『
中
外
医
事
新
報
』
明
治
三
十
三
年
、
広
告
。

春
日
忠
善
『
日
本
の
。
へ
ス
ト
流
行
史
』
一
一
三
頁
、
北
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部
、
昭
和
六
十
一
年
。

『
医
科
学
研
究
所
保
存
履
歴
書
』

『
細
菌
学
雑
誌
『
三
号
、
二
三
五
頁
、
明
治
二
十
九
年
。

『
近
代
名
医
一
夕
話
』
二
七
六
頁
。

『
北
里
研
究
所
二
十
五
年
誌
』
一
○
一
頁
、
北
里
研
究
所
、
昭
和
十
四
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
六
号
、
六
三
頁
、
明
治
二
十
九
年
。

正
田
正
次
郎
「
田
端
重
晟
日
記
か
ら
ぷ
た
福
沢
と
北
里
」
『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
八
巻
、
二
一
頁
、
昭
和
五
十
六
年
。

『
伝
染
病
研
究
所
年
報
』
明
治
三
十
二
年
。

『
中
外
医
事
新
報
』
五
七
七
号
、
六
八
頁
、
明
治
三
十
七
年
。

『
伝
染
病
研
究
所
英
文
案
内
』
一
九
一
二
年
版
。

「
伝
染
病
研
究
所
英
文
案
内
』
一
九
二
五
年
版
。
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（
豐
）
北
里
柴
三
郎
三
・
へ
一

（
圏
）
緒
方
正
規
「
矢
部
辰

（
豊
）
『
日
本
科
学
技
術
史
圭

（
異
）
『
中
外
医
事
新
報
』
【

（
署
）
北
里
柴
三
郎
ヨ
．
へ
一

（
宍
）
（
二
）
の
一
三
二
頁
。

（
見
）
『
中
外
医
事
新
報
』
【

（
吾
）
『
帝
国
議
会
衆
議
院
一

（
二
）
北
里
柴
三
郎
「
神
戸

（
三
）
『
細
菌
学
雑
誌
』
五

（
彗
一
）
岩
井
正
浩
「
大
阪
二

壹
巴
北
里
柴
三
郎
「
『
・
へ

（
妾
）
『
帝
国
議
会
衆
議
陸

（
昊
）
『
帝
国
議
会
衆
議
院
一

（
君
）
『
細
菌
学
雑
誌
』
七

（
兵
）
山
本
俊
一
『
日
本
『

（
冤
）
北
里
柴
三
郎
「
虎
訓

（
否
）
沢
井
芳
男
『
免
疫
し

宍
一
）
北
島
多
一
「
飯
匙
惟

（
雪
）
山
崎
佐
『
日
本
疫
由

（
奎
）
『
中
外
医
事
新
報
』

（
茜
）
鶴
見
祐
輔
『
後
藤
幸

（
壹
）
『
帝
国
議
会
衆
議
院

（
実
）
神
谷
昭
典
『
日
本
迄

北
里
柴
三
郎
弓
・
へ
ス
ト
』
菌
二
就
テ
」
（
明
治
二
十
九
）
『
論
説
集
』
三
二
四
頁
。

緒
方
正
規
「
矢
部
辰
三
郎
氏
ノ
『
。
へ
ス
ト
』
検
疫
方
針
論
ヲ
読
ム
」
『
中
外
医
事
新
報
』
四
七
二
号
、
四
○
頁
、
明
造
一
千
二
年
。

『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
二
四
巻
、
二
八
○
頁
、
第
一
法
規
出
版
、
昭
和
四
十
年
。

『
中
外
医
事
新
報
』
四
七
六
号
、
六
○
頁
、
明
治
三
十
三
年
。

北
里
柴
三
郎
ヨ
。
へ
ス
ト
』
に
就
て
」
（
明
治
三
十
二
）
『
論
説
集
』
六
一
六
頁
。

『
中
外
医
事
新
報
』
四
七
五
号
、
六
七
頁
、
明
治
三
十
三
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
記
録
』
明
治
編
一
七
巻
、
第
一
五
回
議
会
、
八
七
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
二
年
。

北
里
柴
三
郎
「
神
戸
市
大
阪
市
『
・
へ
ス
ト
』
病
調
査
報
告
」
（
明
治
三
十
三
）
『
論
説
集
』
六
四
五
頁
．

『
細
菌
学
雑
誌
』
五
一
号
、
五
九
頁
、
明
治
三
十
三
年
。

岩
井
正
浩
「
大
阪
二
於
ケ
ル
『
・
へ
ス
ト
』
ノ
細
菌
学
的
研
究
」
『
細
菌
学
雑
誌
』
五
三
号
、
三
頁
、
明
治
三
十
三
年
。

北
里
柴
三
郎
「
『
・
へ
ス
ト
』
予
防
接
種
に
就
て
」
（
明
治
三
十
三
）
『
論
説
集
』
七
五
一
頁
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
記
録
』
明
治
編
一
九
巻
、
第
一
六
回
議
会
、
一
三
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
土
一
年
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
記
録
』
明
治
編
一
七
巻
、
第
一
五
回
議
会
、
ニ
ハ
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
二
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
七
九
号
、
四
○
五
頁
、
明
治
三
十
五
年
。

山
本
俊
一
『
日
本
コ
レ
ラ
史
』
八
四
○
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
七
年
。

北
里
柴
三
郎
「
虎
列
刺
病
に
対
す
る
救
急
予
防
策
」
（
明
治
三
十
五
）
『
論
説
集
』
七
九
一
頁
。

沢
井
芳
男
『
免
疫
と
血
清
ｌ
ハ
￥
フ
毒
と
の
戦
い
』
四
八
頁
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
四
十
七
年
。

北
島
多
一
「
飯
匙
蛇
毒
ノ
研
究
及
其
血
清
薬
二
就
テ
」
『
細
菌
学
雑
誌
』
一
五
四
号
、
一
頁
、
明
治
四
十
一
年
。

山
崎
佐
『
日
本
疫
史
及
防
疫
史
』
四
九
二
頁
、
克
誠
堂
、
昭
和
六
年
。

『
中
外
医
事
新
報
』
五
○
五
号
、
六
三
頁
、
明
治
三
十
四
年
。

鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
伝
』
一
巻
、
八
四
六
、
八
六
四
頁
。

『
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
記
録
』
明
治
編
二
巻
、
第
三
面
議
会
、
八
五
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
一
年
。

神
谷
昭
典
『
日
本
近
代
医
学
の
定
立
』
二
四
一
頁
、
医
療
図
書
出
版
社
、
昭
和
五
十
九
年
。
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目
岸
〕
①
〆
①
鵠
国
ぐ
ぃ
穴
巨
冒
乏
農
砂
戸
冒
。
＆
甘
』
＄
の
守
吋
号
①
で
屋
号
○
ｍ
①
○
局
胃
Ｃ
Ｑ
口
。
旨
、
画
昌
』
島
も
言
彦
①
国
。
、
①
昌
冒
四
ｍ
脚

旬

唱
ぐ
ｑ
目
白
①
具
①
貝
①
名
ロ
、
①
二
目
号
吋
昏
①
呂
胃
弓
邑
○
国
昌
彦
①
冒
冒
冒
閏
具
閏
○
日
①
シ
崩
凹
筋
．
己
局
．
酸
冨
圏
言
胃
○
観
芦
冒
闇
８

●
■

も
昌
昌
＆
忌
毎
①
８
畠
⑦
ｇ
』
８
号
司
凹
目
９
日
四
旨
．
℃
○
切
房
芝
⑦
島
①
胃
匡
ご
く
岸
房
守
」
』
○
ミ
①
厨
．
国
局
○
曲
。
①
凹
昌
１
皇
号
○
３
８
国
の
、
葛
Ｑ
●
の

申

。

』
○
ｓ
《
＆
旨
の
百
号
四
も
四
鼻
寧
ミ
ヶ
ｑ
３
ｍ
囚
昌
自
画
罠
吻
守
門
］
日
日
屋
目
圃
凹
言
○
旨
乏
ｇ
ｊ
①
序
冒
胃
の
匡
局
鼻
凹
昌
⑦
箇
冒
百
‐
呂
○
．

●
心

門
彦
①
侭
の
器
国
昌
画
穴
巨
冒
、
臣
で
も
岸
①
Ｑ
巴
目
○
黒
巴
』
且
○
日
⑦
農
の
号
目
貰
］
・
ず
門
四
目
言
い
①
国
８
島
も
冒
彦
①
昌
四
》
も
』
四
ｍ
ロ
③
）
⑦
｝
〕
○
』
①
国
）

申

舜
①
国
園
扇
四
国
Ｑ
昏
四
ず
ロ
ぐ
①
ロ
○
日
〕
閉
芝
昌
陽
ぐ
ぃ
ｇ
目
①
い
ず
吋
亘
囚
胆
’
臣
①
画
旨
Ｑ
８
Ｏ
』
①
国
．

冒
忌
呂
廼
Ｑ
巨
①
５
犀
〕
①
は
い
胃
‐
節
目
四
目
ｇ
巴
固
○
一
甘
冠
２
号
①
陣
日
①
○
局
号
⑦
宛
晨
ｍ
Ｏ
当
画
も
四
目
①
尉
葛
目
）
匡
局
〆
①
唾
鼠
百
百
旨

葛
閣
員
］
①
侭
＆
芝
匡
］
号
⑦
伊
旨
国
耳
〕
冒
昌
言
胃
①
８
与
国
目
号
①
旨
切
言
員
⑦
さ
局
冒
浄
只
旨
巨
い
□
甘
い
⑦
閉
㈹
ｍ
，

/一、／~、／一、戸、ヘヘグー、／-、
-上七一ビセービプくプミァ＜
四三三二二一一プしノー、－ご
し、－ノ、-ノ、－ノゼン、－ノ、＝ノ

『
二
○
’
一
二
回
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』

北
里
柴
三
郎
「
伝
染
病
研
究
所
ノ
内
務
省
所
管
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
」
（
明
治
四
十
四
）
『
論
説
集
」
一
二
一
九
頁
。

『
大
阪
市
立
桃
山
病
院
百
年
史
』
九
四
頁
、
大
阪
市
立
桃
山
病
院
、
昭
和
六
十
二
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
二
八
号
、
六
七
頁
、
明
治
三
十
一
年
。

藤
野
恒
三
郎
『
学
悦
の
人
』
四
二
頁
、
阪
大
微
研
藤
野
博
士
退
職
記
念
会
、
昭
和
四
十
五
年
。

『
細
菌
学
雑
誌
』
三
○
号
、
一
二
一
六
頁
、
明
治
三
十
一
年
。

遠
藤
芳
蔵
、
奥
山
伸
「
吉
田
露
木
両
氏
ノ
赤
痢
血
清
検
査
報
告
」
『
細
菌
学
雑
誌
』
七
四
号
、
一
頁
、
明
治
三
十
五
年
。

『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
二
四
巻
、
三
四
七
頁
。

（
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
細
胞
遺
伝
学
研
究
部
）

弓
｛
〕
の
【
①
の
、
①
』
目
色
言
昌
〕
》
の
閏
昌
邑
冒
の
匡
白
尉
旦
ｓ
①
冒
呂
閏
一
四
一

の
○
ぐ
①
㈲
ご
日
①
ご
庁
○
儲
］
凹
む
煙
国

司
四
斤
２
冨
○
己
少
尻
少
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ThisarticlesummarizestheactivitiesoftheKesseiyakuin、usingtheinstitute'so伍cialannualreports

whicharekeptinthelnstituteofMedicalScience,UniversityofTokyo.

（
ト
ｍ
）

的
［
寺


